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各種ライセンスについて

STEP ● 01 ライセンスの種類と概要

VIPとETLAについて
ライセンスの概要やプランの
比較などは、以下のWebペー
ジからも確認できます。
▼ アドビ購入プログラム
https://www.adobe.com/jp/
howtobuy/buying-programs.
html

バリューインセンティブプラン（VIP）の概要

エンタープライズタームライセンス契約（ETLA）の概要

対象製品 組織の規模 契約期間 支払方法

VIP
Creative Cloudグループ版／エンタープライズ版、
Adobe Acrobat DC

小～中規模 1 ～ 3年間 一括

ETLA
Creative Cloudエンタープライズ版、
Adobe Document Cloudエンタープライズ版、
Adobe Captivate、Presenterなど

大規模・グローバル規模 3年間 年に1回まとめて注文

●VIPとETLAの比較

アドビバリューインセンティブプラン（VIP）は、アドビCreative Cloudを
はじめとする多彩なアプリケーションを手軽に導入・管理できるサブスク
リプションライセンスプログラムです。契約は1年間の一括払いを基本と
して、最長3年間まで延長可能。購入ライセンス数に合わせてディスカウ
ントも適用されます。必要なライセンス数や契約期間に変更が生じやすい
小中規模の企業におすすめです。
さらに、煩雑になりがちな管理作業からデバイスへのデプロイ（インストー
ル）、セキュリティ設定までをWebツールの「Admin Console」で一元的
に管理できるので、担当者の負担を大幅に削減できます。

エンタープライズタームライセンス契約（ETLA）は、大規模な組織に
Creative Cloudなどのアプリケーションをまとめて導入したいときに最適
なプランです。契約は3年間で、使用するサブスクリプションをあらかじ
め決めておけば、毎年決まった金額を支払うだけになるため、予算計画が
立てやすく、効率的にアプリケーションを利用できます。
また、ユーザーの登録やセキュリティ設定などの管理作業などは、VIPと
同じく、Webツールの「Admin Console」で一元的に対応できます。
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ユーザー指定ライセンスの特徴

自宅など

パソコン C

オフィス

外出先など

パソコン B

パソコン A

＜各ユーザーの利用状況＞
・ログイン認証：あり
・ユーザー ID の割り当て：必要
・Creative Cloud ストレージ：1 人あたり 1TB
  まで利用可能（ID 種別により異なる）

ライセンスはユーザー ID
に割り当てられる

オフィス以外の場所や自宅にあるパソコンでも、
同じアプリケーションを利用できる（ただし異なる
端末での同時利用は不可）

または またはFederated IDAdobe ID Enterprise ID

ライセンス

ユーザー指定ライセンスはCreative CloudおよびDocument Cloud製品を
使用するためのライセンス方式です。デバイス（コンピューター）ではな
く、ユーザー 1人ずつに対してライセンスが割り当てられます。オフィス
だけではなく自宅のコンピューターなどでも同じアプリケーションが利用
できます。

●ライセンスの種類
契約時に決定します。

●ライセンスの必要システム構成
ユーザー指定ライセンスの必要システム構成は、以下の通りです。
なお、Creative Cloud アプリケーションごとの詳細については、Creative 
Cloud必要システム構成を参照してください。
•  ユーザー IDの割り当てと管理：必要
•  利用できるクラウドサービス：Adobe Sign、Adobe Fonts、Creative 

Cloudストレージ1TB他

ユーザー指定ライ
センスでは、1 ユーザー（1
つの ID）につき、2 台の
端末にインストールが可
能です。ただし、同時利
用はできません。
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STEP ● 02 ID の概要と種類

ユーザー IDについて

ユーザー ID の概要

デバイスの利用方法
ユーザー指定ライセンスを利
用するには、ユーザー ID と
パスワードを入力してログイ
ンします。
その際、Admin Consoleで設
定したユーザーアクセスポリ
シーに該当するユーザーの
み、アプリケーションを利用
できます。

●ユーザー IDとは
ユーザー IDはアドビの製品やサービスの利用に必要なもので、ユーザー
個人に割り当てられたメールアドレス（yamada@example.co.jpなど）を
IDとして登録します。基本的には1人につき1つのユーザー IDが割り当て
られ、複数名で同じユーザー IDを所有することはできません。

ユーザー ID の割り当て

社員など
山田○△
yamada@example.co.jp

ID：ユーザーのメールアドレス

IDの種類：　　　　　　 または
　　　　　 

パスワード：IDの種類によって、ユーザー自身または
 　企業の管理担当側が設定・管理

Adobe ID Federated ID
または Enterprise ID

●個人のAdobe IDと組織のAdobe ID（旧Business ID）の特徴
Adobe ID（個人） Adobe ID（組織）

用途 個人向け
メールドメインを持たないユーザー
のいる組織に最適

IDとデータの所有権 個人 組織
対応製品 個人版 グループ版/エンタープライズ版
メールドメインの限定 × 不要
シングルサインオン（SSO） × ×
IDの認証元 　アドビ※1 アドビ
ユーザー IDの保存先 Admin Console Admin Console
パスワードの保存先 アドビ アドビ
ユーザー自身によるIDのプロファイル編集 ○ 　△※2

多要素認証 二重認証 二重認証
ログインの制限（場所/端末/IPアドレスなど） × ×
ストレージの暗号化 標準 　△※2

データ（アセット）の共有制限 × 　△※2

組織主導によるデータセンターのリージョン × 　△※2

クレジットカードの登録 ○ 　△※2

コンテンツのログ取得 × Admin Console
認証ログの取得 × ×

※1：ソーシャルアカウントによるログインをサポート　※2：グループ版/エンタープライズ版によって異なる
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ユーザー IDの種類変更に
ついて
ユーザー IDをAdobe IDから
Enterprise IDへ、Adobe IDか
らFederated ID への変更は、
Admin Console上で設定可能
です。
た だ し Enterprise ID か ら
Federated ID へ、 ま た は
Federated IDからEnterprise ID
への変更はアドビサポートに
問い合わせてください。

Business IDについて
Business IDのユーザーは、す
べてAdobe IDという表記にな
りました。詳しくは、以下の
ページを確認してください。
▼ Admin Console での

ユーザー (IDタイプ) の
表示変更について

https://community.adobe.
com/t5/エンタープライズ版
ヘルプ-discussions/admin-
console-でのユーザー -id-
タイプ-の表示変更につい
て /td-p/13757932?profile.
language=ja

●IDの種類によって管理・設定方法が異なる
企業などの組織では、各自にユーザー IDを割り当てた後、Admin Console
を使ってユーザー IDを設定または管理します。
Admin Consoleでは、登録したユーザー IDをグループ分けして管理しや
すくしたり、製品ライセンスなどを割り当てたりできるほか、ID種別によっ
ては、Admin Console上でユーザー IDを作成または削除もできます。
ID種別ごとのAdmin Console上での設定・管理内容は、P.4～5の表組を
参照してください。

Admin Console におけるユーザー ID の設定・管理

●Enterprise IDとFederated IDの特徴
Enterprise ID Federated ID

用途 SSOを利用していない組織に最適 SSOを利用している組織に最適
IDとデータの所有権 組織 組織
対応製品 エンタープライズ版 エンタープライズ版
メールドメインの限定 ○ ○
シングルサインオン（SSO） × ○

IDの認証元 アドビ
組織のIdentity Provider（IdP）SAML 
2.0によるフェデレーション

ユーザー IDの保存先 Admin Console
組織のディレクトリと

Admin Console
パスワードの保存先 アドビ 組織のディレクトリ
ユーザー自身によるIDのプロファイル編集 × ×
多要素認証 二重認証 IdPにより実現
ログインの制限（場所/端末/IPアドレスなど） × IdPにより実現
ストレージの暗号化 専用 専用
データ（アセット）の共有制限 ○ ○
組織主導によるデータセンターのリージョン ○ ○
クレジットカードの登録 × ×
コンテンツのログ取得 Admin Console Admin Console
認証ログの取得 × IdPにより実現

●IDの種類
ユーザー IDは全部で3タイプあります。フリーランスや個人で利用するた
めには「Adobe ID」として登録します。企業などの組織単位でユーザー
IDを管理・設定したい場合は、企業がAdmin Consoleで登録する「Adobe 
ID」と、エンタープライズ版であれば「Enterprise ID」「Federated ID」が
選択可能です。各IDの特徴はP.4～5の表組を参照してください。
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STEP ● 03 購入計画と事前準備

VIPプログラムの検討と 
ライセンス購入について

VIPプログラムへの参加依頼からライセンス購入までの流れ

契約応当日について
「契約応当日」とは、現在契
約しているライセンスの更新
日を指します。

VIPプログラムのライセンスは、一般的に以下のような流れで購入します。
具体的な日数は対応する販売店や購入側の状況によって変わるため、企業
内外の担当者と連携しながら進めるとよいでしょう。

①　VIPプログラムへの参加依頼

VIPプログラムへの参加を販売店に依頼します。

②　 VIPプログラムの招待メール受け取りと 
VIPメンバーシップへの参加

　　→STEP 04

VIPへの招待メールが届きます。STEP 04を参考にVIPメン
バーシップに登録して、VIPメンバーシップIDとメイン管理
者となる人のAdobe IDを関連付けます。

③　メイン管理者によるライセンス発注

メイン管理者は、VIPメンバーシップIDが発行されてからす
みやかに、販売店に対して必要な数と種類のライセンスの
購入を依頼します。なお、ライセンスの購入にあたっては、
次ページに挙げた準備を行いましょう。

④　契約応当日の確定

年間サブスクリプションを購入した場合は、ライセンス追加
日の 12 ヶ月後が契約応当日（契約更新日）となります。
13 ヶ月以上の延長サブスクリプションを購入した場合は、
販売店側で事前に契約応当日を設定します。

⑤　12 ヶ月間の契約期間開始
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Federated ID
Adobe ID

Enterprise ID
Adobe ID

6

●システム環境の把握と整備
ユーザー指定ライセンスに必要な環境が整っているかを確認します。詳し
いシステム構成はP.3にあります。

●グループ版／エンタープライズ版の検討
VIPプログラムには、企業規模などによってグループ版とエンタープライ
ズ版の2種類が用意されています。各種サービスの利用について、個人や
グループ単位で詳細に管理したい、すべてのライセンスを一元的に管理し
たい場合は、エンタープライズ版を選択しましょう。

●ユーザー IDの種類の検討
ユーザーの認証方法や、ユーザー ID・データの所有権によって、ユーザー
IDの種類を検討します。企業などの組織ドメイン以外に、派遣社員や外
注先など組織ドメインとは異なるメールドメインをもつユーザー IDの管
理や設定にはBusiness IDが適しています。ユーザー IDやデータをより厳
格に管理するにはFederated IDが最適ですが、Federated IDの利用には認
証基盤が必要となります。詳細は販売店にご確認ください。
なお、Enterprise IDまたはFederated IDを利用する場合は、VIPプログラ
ムのエンタープライズ版の申し込みが必要です。

ライセンス購入前の計画と準備

グループ版とエンタープ
ライズ版の比較について
グループ版とエンタープライ
ズ版の違いについては、以下
のWebページに掲載されてい
る比較表でも確認できます。
▼ アドビ購入プログラム
https://www.adobe.com/jp/
howtobuy/buying-programs.
html
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STEP ● 04 初回登録　 約10分

VIPメンバーシップへの登録方法 
必須

アドビからの招待メールを確認する

VIP契約のメール連絡に
ついて
VIPへの招待メールが到着す
るので、この STEP を参考に
VIPのメンバーシップに登録
します。

アドビからのメールを確認して、ユーザー登録を行います。

アドビからのメールを表示する

❶ ［Admin Console］をクリック
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Chapter 01    ライセンスの概要と購入

1

4

2

5

3

Federated ID
Adobe ID

Enterprise ID
Adobe ID

6

ユーザー登録を開始する

別のユーザー IDで
ログインする方法
右の画面にある［別のAdobe 
IDでログインする］をクリッ
クします。

契約応当日について
「契約応当日」とは、現在契
約しているライセンスの更新
日を指します。

Webブラウザーが起動し、登録画面が表示された

ログイン画面が表示された場合は、パスワードを
入力して［ログイン］をクリックする　

❶ VIPの種類と契約応当日を確認

Admin Consoleの［概要］画面が
表示された

VIP 登 録 時 の ロ グ
インに使用したユーザー
ID（メールアドレス）が、
Admin Console のメイン
管理者になります。

❷ここをクリックしてチェックマーク
を付ける

❸［利用条件に同意する］
をクリック
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Admin Console について

Admin Consoleの特徴と 
ログイン方法 必須

Admin Consoleの 
対応ブラウザー
•	 macOS：Safari、Microsoft	
Edge、Google	Chrome、
Mozilla	Firefox。いずれの
ブラウザーも最新バー
ジョンと最新から2番目の
バージョン

•	 Window s：Mic r o so f t	
Edge、Google	Chrome、
Mozilla	Firefox。いずれの
ブラウザーも最新バー
ジョンと最新から2番目の
バージョン

●主な管理者とグループ版／エンタープライズ版の違い

●ライセンスまわりの設定をまとめて管理できる
Admin	Consoleは、ユーザー指定ライセンスを割り当てたユーザー IDや
ユーザーグループ、セキュリティ設定やエンタープライズディレクトリと
の連携設定などをまとめて管理できるWebツールです。画面上部に表示
されたタブをクリックすると管理対象や機能別の画面が表示され、ITシス
テム管理に慣れていない人でも操作しやすくなっています。

●管理者の負担を分散できる
Admin	Consoleによる管理では、ユーザーグループや製品ごとに個別の管
理者を追加でき、細かい管理作業を分散させることができます。

●グループ版とエンタープライズ版の違い
VIPプログラムのグループ版とエンタープライズ版では、どちらを利用し
ているかによってAdmin	Consoleでの管理・運用範囲が異なります。製品
プロファイルの設定やEnterprise	 ID ／ Federated	 IDの運用、管理者によ
るアセット設定（ドメインによる共有制限）、専用暗号化キーの設定などは、
エンタープライズ版のみで管理可能です。

STEP ● 05 Admin Console の概要　 約3分

管理者名 権限の範囲 概要 VIPグループ版
VIP エ ン タ ー
プライズ版

システム管理者 システム全体
Admin	Consoleですべての管理作業が行
える。各管理者の作成・委任もできる

○ ○

製品管理者 製品、製品プロファイル
担当する製品に対して製品プロファイル
を作成し、ユーザーやユーザーグループ
を追加・削除できる

× ○

製品プロファイル管理者 製品プロファイル
担当する製品プロファイルへのユーザーや
ユーザーグループの追加・削除ができる

× ○

ユーザーグループ管理者 ユーザーグループ
Admin	Console登録済みユーザーの、担
当するユーザーグループへの追加・削除
ができる

× ○

デプロイメント管理者 パッケージ
ソフトウェアパッケージの作成、管理が
できる

× ○

サポート管理者 サポート
エンタープライズサポートへのアクセス
ができる

× ○

ストレージ管理者 ストレージ
組織内ユーザーが使用しているストレー
ジの管理ができる

× ○
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Admin Console のログイン方法

❷ パスワードを入力

❸ ［続行］ をクリック

初回ログイン時は 
本人確認が必要
初めてAdmin	Consoleにログ
インしたときは、本人確認の
ため指定されたメールアドレ
スにコードが届きます。画面
の指示に従って入力した後、
パスワードや国/	地域の設定
と、携帯電話番号の登録など
を行います。
その後、設定や状況に応じて
2段階認証の画面が表示され
たときは、指定した携帯電話
番号に6桁の認証コードが送
信されます

Adobe ID画面の 
表示方法
アカウント名表示の画面で、
［会社または学校のアカウン
トを表示］をクリックすると、
アカウントページが表示され
ます。

Admin Consoleの 
ログアウト
Admin	Consoleは、以下の手
順でログアウトします。

❶ 画面右上の人型アイ
コンをクリック

アカウント画像を設
定している場合は、
画像をクリックする

❷［ログアウト］を
クリック

URLを入力してログイン
する場合
2回目以降のログインは、以
下のURLにアクセスします。
▼ Admin Console
https://adminconsole.adobe.
com/

メールアプリを起動し、権限付与の
メールを表示しておく

Webブラウザーが起動し、
パスワードの入力画面が
表示された

プロファイルの選択画面が
表示された

Admin Consoleの［概要］タブが表示された

初回ログイン時は本人確認が行われ、［○○（プロファイル名）へようこそ］の
画面が表示されたら［チームに加わる］をクリックする

❹ ログインするプロファイル名
（組織名）をクリック

❶ ［使用を開始］をクリック
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タブごとの画面を確認する

Admin Consoleの
画面構成について

Admin	Consoleは、機能別にまとめられたタブをクリックして、ライセン
スやユーザー IDや製品、製品プロファイルの管理、設定を行います。ま
ずは全体的な構成を確認しましょう。

STEP ● 06 画面構成

❷ ❷❶ ❶❸ ❸

❻ ❻❹ ❹❺ ❺

❶	ここをクリックすると、各画面が表示される

❷	管理者が設定するべき内容が設定状況によって
表示される

❸	ここをクリックすると、［ログアウト］が表示さ
れる

❹	契約中の製品やライセンス一覧と、その割り当
て状況が表示される

❺	ユーザー数や管理者数、ユーザーグループ数が
表示される

❻	ユーザーや管理者の追加のクイックリンクが
表示される

表示言語の変更方法
画面の左下にある［日本語］
をクリックすると、多言語を
選択できます。

●［概要］タブ
Admin	Consoleにログインすると最初に表示される画面です。契約中のライセンスや製品の一覧が表示さ
れ、ライセンスの割り当て状況も確認できます。

エンタープライズ版 グループ版
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●［製品］タブ
製品や製品プロファイルの一覧が表示されます。この画面で製品や製品プロファイルの追加と削除、ユー
ザーや管理者の割り当てが行えます。製品プロファイルはエンタープライズ版でのみ表示されます。

●［ユーザー］タブ
Admin	Consoleに登録されたユーザー一覧が表示されます。この画面でユーザーやユーザーグループの登
録と削除ができ、製品や製品プロファイルへの割り当ても操作できます。

❶	ここをクリックすると、製品を切り替えられる

❷❶で選択した製品名が表示され、［詳細］をク
リックすると製品の詳細が表示される

❸	製品名または製品プロファイル名の下にライセ
ンス数や割り当て状況が表示される

❹❶で選択した製品の製品プロファイル、ユー
ザー、管理者の一覧が表示される

❺作成した製品プロファイルの詳細が表示される

❻	ここをクリックすると、新しい製品プロファイル
が作成できる

❼	製品が割り当てられたユーザーが表示される

❹ ❹❸ ❸❶ ❶

❻❺ ❼

❷ ❷

❹ ❹❸ ❸❶ ❶❷ ❷

❶	ユーザーやユーザーグループの一覧が表示され
る。個別のユーザー名またはユーザーグループ
名をクリックすると、詳細画面が表示される

❷	登録されたユーザー一覧が表示される

❸	ここをクリックすると、CSVファイルに登録し
たユーザーをまとめて登録できる

❹	ここをクリックすると、新しいユーザーが追加
できる

エンタープライズ版

エンタープライズ版

グループ版

グループ版
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契約オーナーについて
［アカウント］画面に表示されている契約オーナーがメイン管
理者となります。担当者を変更する場合は、名前の右にある［変
更］をクリックします。詳細は次ページを参照してください。

●［アカウント］タブ
製品とライセンスなど各種の契約内容が表示されます。なお、［アカウント］タブの表示内容は購入プロ
グラムによって異なります。

●［パッケージ］タブ
パッケージの一覧が表示されます。この画面でパッケージやAdobeテンプレートなどの作成が行えます。

❷ ❷❶ ❶

❶	ここをクリックすると、パッケージなどの一覧表
示が切り替えられる

❷	パッケージ一覧が表示される

❸	ここをクリックすると新しいパッケージが作成
できる														

❸ ❸

ETLA版では［アカウント］タブは表示されません。
VIPの場合はエンタープライズ版／グループ版にかかわら
ず、基本契約内容が確認できます。

エンタープライズ版 グループ版

エンタープライズ版 グループ版
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●［ストレージ］タブ
企業などの組織に割り当てられているストレージの合計が表示され、ユーザーの使用分や共有分、未使
用分などが確認できます。
※		［ストレージ］タブは2021年9月に追加されたタブです。本書では該当する操作のみ、このタブを表示
しています。

❷ ❷

❸ ❸

❶ ❶

❶	ここをクリックすると、各画面が表示される

❷	ストレージ総量と、個人ユーザーの使用分、共
有分などが色分けで表示される

❸	上位5件のユーザーごとのストレージ使用状況
と、割り当て量が表示される		

エンタープライズ版 グループ版

●［インサイト］タブ
Admin	Consoleのアクティビティログを確認するには、ここの画面から操作します。なお、アクティビティ
ログの保持期間は90日間です。

エンタープライズ版 グループ版

※		［インサイト］タブは2021年5月に追加されたタブです。本書では該当する操作のみ、このタブを表示
しています。
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サポートケースについて
サポートケースでは、技術的な問題などをアドビサポートに
送信して、サポートを受けられます。

エキスパートセッションについて
Creative	Cloudエンタープライズ版などの利用者を対象とした
電話や、Web会議を使った事前予約制のセッションです。

●［サポート］タブ
サポートを受けるには、ここの画面から操作します。メイン画面ではヘルプトピックなどを確認でき、エ
ンタープライズ版では左のタブでサポートの種類を切り替えられます。

エンタープライズ版 グループ版

●［設定］タブ
エンタープライズ版では、Enterprise	 ID ／ Federated	 ID用のドメインクレーム（承認申請）を行うIDの
設定ができます。エンタープライズ版／グループ版の共通として、セキュリティ担当者やコンソールの設
定などが表示されます。

❷❶ ❶❸

❶	クリックすると、各種設定の画面に切り替えら
れる

❷	作成したディレクトリなどが表示される

❸	クリックすると、新しいディレクトリが作成される

エンタープライズ版 グループ版
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COLUMN 契約オーナー（メイン管理者）を変更する方法

システム管理者を変更する場合は、［アカウント］画面にある［契約オーナー］の［変更］をクリックし
た後、以下のように操作します。なお、この操作は既存のメイン管理者しか行えません。あらかじめ後任
のユーザーをシステム管理者として登録したうえで、既存の管理者が異動・退職する前に設定しましょう。

新しい契約オーナーは、受信したメールの指示に従って操作し、
契約オーナーを変更する

［契約オーナーを変更］の画面が
表示された

新しい契約オーナーのメールアドレスに
メールが送信される

❷ ［保存］をクリック

❶ 新しい契約オーナーの名前を
クリック
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Adobe ID のユーザーを管理する場合  → Chapter 03

ユーザー指定ライセンスを展開す
る準備について

STEP ● 07 ユーザー ID の種類別の設定の流れ

グループ版の設定について
グループ版の場合、⑥では「シ
ステム管理者」のみを追加で
きます。

①  （任意）パッケージ（インストーラー）の作成　
→STEP 08

③  （任意）ユーザーグループの作成　→STEP 10

企業などの組織が一括登録して作成する際は、Admin	
Consoleへ登録する作業が必要です。登録には、CSVでの
一括登録などを状況によって選択します。

④  （任意）製品ライセンスの追加　→STEP 12

⑥  （任意）ユーザーグループ管理者などの追加　
→STEP 15、16

⑦  （任意）ストレージの確認　→STEP 17

⑧  （任意）監査ログの確認　→STEP 18

⑨  （任意）アセット認証、認証設定　→STEP 19

⑩  （任意）デバイスへのデプロイ　→STEP 20

❷ （必須）ユーザーの作成　→STEP 09、11

❺  （必須）製品または製品プロファイルの割り当て　
　→STEP 13、14

Adobe	 IDを持つユーザーを管理する場合は、以下のような流れで運用前
の設定を行います。

Business IDについて
Business	 IDのユーザーは、す
べてAdobe	 IDという表記に
なりました。詳しくは、以下
のページを確認してください。
▼ Admin Console での

ユーザー (ID タイプ) の
表示変更について

https://community.adobe.
com/t5/エンタープライズ版
ヘ ル プ -discussions/admin-
console-でのユ ー ザー -id-
タイプ-の表示変更につい
て /td-p/13757932?prof ile.
language=ja

Enterprise ID のユーザーを管理する場合  → Chapter 04

Enterprise	 IDを持つユーザーを管理する場合は、以下のような流れで運用
前の設定を行います。

❶ （必須） ドメインクレームとID設定　→STEP 21

グループ版の場合、
Enterprisezine	ID による
運用は不可となります。
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3❹ （必須）製品プロファイルの割り当て　→STEP 26

⑤  （任意）ユーザーグループ管理者などの追加　
→STEP 27、28

⑥ （任意）ストレージの確認　→STEP 29

⑦ （任意）監査ログの確認　→STEP 30

⑧  （任意）アセット設定、認証設定　→STEP 31

❾ （必須）デバイスへのデプロイ（インストール）　→STEP 32

②  （任意）パッケージ（インストーラー）の作成　
→STEP 22

③  （任意）ユーザー・ユーザーグループの作成　
→STEP 23-25

Federated	 IDを持つユーザーを管理する場合は、以下のような流れで運用
前の設定を行います。特に、SSO構成による認証基盤を用いるため、より
厳格なID管理が可能です。

Federated ID のユーザーを管理する場合　→ Chapter 05

Azure AD、Googleに 
ついて
Azure	AD、Google（Google	
Workspace）の環境には、容易
に接続する方法があります。

グループ版の場合、
Fedarated	ID による運用
は不可となります。

❶  （必須）SSO設定の確認、ドメインクレーム、ID設定　　　
→STEP33、34

②    （任意）パッケージ（インストーラー）の作成　　
→STEP 35

③  （任意）ユーザーグループの作成　→STEP 36

❹ （必須）製品プロファイルの割り当て　→STEP 37

⑤  （任意）ユーザーグループ管理者などの追加　
→STEP 38、39

⑥ （任意）ストレージの確認　→STEP 40

⑦ （任意）監査ログの確認　→STEP 41

⑧  （任意）アセット設定、認証設定　→STEP 42

❾ （必須）デバイスへのデプロイ（インストール）　→STEP 43
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マネージドパッケージのビルド（作成）を開始する

パッケージ（インストーラ）の 
作成方法 任意

STEP ● 08 パッケージ（インストーラ）　 約10分

Admin Consoleにログインしておく

パッケージ一覧が表示されている場合は、画面右上にある
［パッケージを作成］をクリックする

ここでは［マネージドパッケージ］
を作成する

❹ ［次へ］をクリック

❸ ［マネージドパッケージ］
をクリック

マネージドパッケージに
ついて
手順③の画面で［マネージド
パッケージ］を選択すると、
ユーザーのデバイスにデプロ
イ、またはインストールする
アプリケーションを管理者側
がカスタマイズできます。さ
らに、アップデートや各種設
定もIT管理者が個別に制御可
能です。

セルフサービスパッケージ
について
手順③の画面で［セルフサー
ビスパッケージ］を選択する
と、アドビ製品のインストー
ル権限（OS側の管理者権限）
が 埋 め 込 ま れ た Creative 
Cloud デ ス クトッ プ ア プ リ
ケーションの特別版が作成さ
れます。ユーザーが自分自身
で製品を選択してデプロイ、
またはインストールできるう
え、ユーザー自身のタイミン
グでアップデートなどを行え
ます。これにより、組織内の
IT管理者の作業負荷が削減さ
れます。　

❷ ［パッケージを作成］をクリック

❶ ［パッケージ］ タブをクリック
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OSロケールについて
［言語］の［OSロケールを使用］
は、デバイスのOSで設定され
ている言語に合わせてアプリ
ケーションをインストールで
きる機能です。デフォルトで
オンになっているので、手順
②の設定を忘れても、使用言
語のアプリケーションが自動
で設定されます。

選択アプリケーションの
変更について
選択したアプリケーションを
削除するには、［選択された
アプリケーション］に表示さ
れたアプリケーション名の

［×］をクリックします。

パッケージの言語とアプリケーション、プラグインを選択する

ここでは［Windows 64-bit］をクリックする

すべて選択する場合は［＋すべて追加］
をクリック

ここでは追加せずに進める

❷ ［言語］で［日本語］
を選択

❶ 使用OSをクリック

❹ パッケージに含めるアプリケーション
名の右にある［+］をクリック

❸ 画面右下の［次へ］をクリック

❺ ［次へ］をクリック

必要に応じてプラグインを選択する

手順①で［Windows 
32bit］を選択すると、利用
できる製品が極端に少な
くなります。

マネージドパッケー
ジを作成する際、手順④
の画面で Acrobat を選択
するのは推奨されません。
Acrobatは［Customization 
Wizard］というツールを
使用します。詳細は P.52
の「Acrobat の デ プ ロ イ

（インストール）について」
を参照してください。

手順④の画面にあ
る［ 使 用 可 能 な ア プ リ
ケ ー シ ョ ン ］ で、 以 前
の バ ー ジ ョン の ア プ リ
ケ ー シ ョン も 表 示 す る
場 合 は 事 前 の 設 定 が 必
要です。詳細は、P.23 の
COLUMN を確認してくだ
さい。❻ ［次へ］をクリック

［選択されたアプリケーション］に、
アプリケーションが追加された



22

V
IPグ
ル

ープ
版

V
IPエ

ン
タ

ープ
ラ
イ
ズ
版

ETLA
版

オプションを確認して設定する

［管理オプション］の詳細
について

［管理オプション］にある上3
つの項目については、以下の
Webページも確認してくださ
い。
▼Adobe Remote Update 
Managerの使用
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/using/using-
remote-update-manager.
ug.html

▼AUSSTの概要
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/using/update-
server-setup-tool.html

▼ パッケージに拡張機能
を含める
h t t p s : / / h e l p x . a d o b e .
com/jp/enterprise/using/
manage-extensions.html

❷ ［次へ］をクリック

❶ 表を参考に、各項目のチェックボックスを
クリックしてオン╱オフに設定

●オプションの設定項目について
項目名 説明

Creative Cloud
デスクトップ
オプション

セルフサービスインストールを有効化
オンにすると、エンドユーザーがアプリケーションパネルから
アプリケーションをインストール・アップデートできる

管理者権限のないユーザーにアプリの更新とイ
ンストールを許可

オンにすると、管理権限をもたないエンドユーザーのセルフ
サービスが有効になる

セルフサービスのプラグインのインストールを
有効化

オンにすると、エンドユーザーがCreative Cloudデスクトッ
プアプリケーションパネルからプラグインをデプロイ・更新
できる

ファイルの同期を無効化
オンにすると、ファイルの自動同期を制限するほか、アセット
機能やモバイル連携が使用不可になる

ブラウザーベースのログインを有効化
オンにすると、Creative Cloud デスクトップアプリから、ブラ
ウザーベースにログインできる

管理オプション

Remote Update Managerを有効化
オンにすると、リモートで各デバイスにアップデートをインス
トールできる（ヒント参照）

内部Adobe Update Serverにリダイレクト
オンにすると、AUSSTを使用してアップデートできるようにな
る（ヒント参照）

拡張機能用のフォルダーを作成して、Extension 
Managerコマンドラインツールを含める

オンにすると、パッケージに拡張機能を含めて作成する（ヒ
ント参照）

カスタムインストールディレクトリにパッケージ
をインストール

オンにすると、カスタムインストールディレクトリにパッケー
ジをインストールできる
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パッケージをビルド（作成）する

パッケージのアップデート
について
パッケージ内のアプリケー
ションにアップデートがある
と「最新ではありません」と
表示されます。その場合は、
パッケージ名- 画面右にある

［パッケージを更新］の順に
クリックして、更新があるア
プリケーションのみをビルド
するかパッケージを丸ごとビ
ルドするかを選択し、［パッ
ケージを更新］をクリックし
ます。なお、期限切れのパッ
ケージを選択した場合も新し
く作成できます。

そのほかの設定内容を確認して、変更が
あれば［前へ］をクリックする

パッケージのビルド（作成）が終わるまでしばらく待つ

［パッケージ］の画面にビルドしたパッケージが表示された

ビ ル ド し た パ ッ
ケージの有効期限は 3 日
間です。3 日を過ぎると

［期限切れ］と表示され、
ダウンロードできなくな
ります。

❷ ［パッケージをビルド］
をクリック

❶ パッケージ名を入力

COLUMN 利用可能なアプリの複数バージョンを表示する方法

P.21 にある［パッケージを作成］の画面で、複数のバージョンを表示するには、以下の設定をしてから
［以前のバージョンを表示］にチェックを入れます。

❸ ［利用可能なアプリケーションのバージョン］
のここをクリックしてチェックマークを付ける

❶ ［パッケージ］
タブをクリック

［パッケージを作成］の画面で［以前のバージョンを表示］を
クリックすると、利用可能な以前のバージョンが表示される

❷ ［環境設定］
をクリック
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ユーザーを追加する

ユーザーの追加と削除方法 必須

IDの種類について
［ ユ ー ザ ーを 追 加 ］画 面 で
Enterprise IDとFederated ID
についての説明が表示されま
すが、このChapterではその
まま進めます。

ユーザーの一括作成
複数名のユーザーを一括で作
成する方法は、STEP 11 を参
照してください。

STEP ● 09 ユーザー 約3 分

❷ ユ ー ザ ー の
メールアドレスを
入力

❸ ［姓］と［名］
を入力

❹ ［保存］を
クリック

❶ ［ユーザーを追加］を
クリック

Admin Consoleにログインして、
［ユーザー］タブを表示しておく

［グループにユーザーを追加］の
画面が表示された

ユーザーが追加できた

VIPグループ版の［ユー
ザー］タブについて
VIPグループ版の［ユーザー］
タブの画面は以下の通りで
す。
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削除するユーザーのデー
タについて
削除するユーザーのストレー
ジにコンテンツなどが残って
いると、手順②の後に［ユー
ザーを削除］画面が表示され
ます。データをほかのユーザー
のストレージに移管するに
は、STEP 17 を参考にメール
アドレスを指定してください。

ユーザーを削除する

ユーザーに製品プ
ロファイルやグループの
割り当て済の場合は、設
定ごと削除されます。

❸ ［ユーザーを削除］を
クリック

［ユーザー］タブのユーザー一覧を表示しておく

ユーザーが削除される

COLUMN 製品プロファイルとグループの設定方法（エンタープライズ版のみ）

前ページ手順②の画面上部にある［製品を割り当て］と［ユーザーグループを割り当て］タブをクリック
すると、ユーザーの新規追加と同じタイミングでまとめて設定できます。以下のように設定した後、［保存］
をクリックします。なお、この操作はエンタープライズ版のみとなります。

●［製品を割り当て］タブ ●［ユーザーグループを割り当て］タブ

❶ 製品名をクリック

❸ 表示された製品プロファイル名
をクリック

❷ 表示された製品プロファイル名
を選択

❶ ［ユーザーグループの検索または選択］
のここをクリック

STEP 10を参考に、ユーザーグループを作成して
おく

❷ ［プロファイルの検索または選択］
のここをクリック

❶ ユーザー名の左にあるチェックボックスをクリックして
チェックマークを付ける

❷ ［ユーザーを削除］
をクリック
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ユーザーグループを追加する

ユーザーグループの追加と
削除方法 任意

ユーザーグループ作成の
利点
ユーザーグループにユーザー
をまとめておくと、製品プロ
ファイルの割り当てがまとめ
て設定できるほか、ユーザー
グループ管理者を作成して、
ユーザーの追加と削除の操作
を一任できます。

ユーザーグループの
一括作成
複数のユーザーグループを一
括で作成する方法は、STEP 
1 1 を参照してください。

STEP ● 10 ユーザーグループ 約3分

［新規ユーザーグループを作成］
の画面が表示された

ユーザーグループが追加できた

❸ ユーザーグループ
名を入力

❻ ユーザーグループ名をクリック

❹ 必要に応じて
説明を入力

Admin Consoleにログインして、
［ユーザー］タブを表示しておく

❶ ［ユーザーグループ］
をクリック

❷ ［新規ユーザーグループ］
をクリック

❺ ［保存］をクリック
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ユーザーグループの詳細画面が
表示できた

［ユーザーを追加］をクリックして、
ユーザーを追加する

ユーザーグループ管理者
による削除
ユーザーグループ管理者は、
自分が管理しているユーザー
グループは削除できますが、
管理外のグループは削除でき
ません。

ユーザーグループの
各種設定
ユーザーグループへの製品プ
ロファイル割り当て方法は
STEP 13を、ユーザーグルー
プ管理者の作成はSTEP 15を
参照してください。

ユーザーグループを削除する

❸ ［ユーザーグループを削除］
をクリック

❷ ［ユーザーグループを削除］
をクリック

［ユーザー］タブのユーザーグループ一覧を
表示しておく

ユーザーグループが削除される

❶ ユーザーグループ名の左にあるチェックボックスを
クリックしてチェックマークを付ける
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CSVテンプレートをダウンロードする

複数ユーザーの一括登録の方法 
任意

STEP ● 11 CSV ファイルによる一括操作 約10分

Admin Consoleにログインして、［ユーザー］タブの
ユーザー一覧を表示しておく

［CSVでユーザーを追加］の画面
が表示された

ここではユーザーリストを
最初から作成する

❸ ［標準テンプレート］ を
クリック

❶ ［CSVでユーザーを追加 ］
をクリック

❷  ［CSV テンプレートをダウンロード］
をクリック
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CSVファイルを作成する

CSV フ ァ イ ル を
Excel で編集した場合は、

［名前を付けて保存］を
クリックして［CSV UTF-
8］形式で保存します。

❶ 2行目以降を削除

❷ 表を参考に一括で追加する
ユーザー情報を入力

❸  ［CSV UTF-8］形式で
保存

ここでは、ダウンロードしたCSVファイルを
Excelで表示する

必須の入力項目以外は空欄に
してもいい

IDのタイプ Adobe ID、Enterprise ID、Federated IDから選択
ユーザー名 ASCII のみで、最大255文字
ドメイン ドメイン名。指定なしの場合は「N/A」と入力
電子メール 必須項目。ユーザーのメールアドレスを入力
名前（名） ASCII のみで、最大255文字
名前（姓） ASCII のみで、最大255文字
国名コード Enterprise ID および Federated IDは必須項目。日本は「JP」と入力
ID 設定なし
製品構成 ユーザーを割り当てる製品プロファイルのニックネームを入力
管理ロール ユーザーに割り当てる管理ロールを入力
管理製品構成 ユーザーに管理者権限を付与する製品プロファイル名を入力
ユーザーグループ このユーザーを追加するユーザーグループ名を入力
管理ユーザーグループ ユーザーに管理者権限を付与するユーザーグループ名を入力
管理製品 ユーザーに管理者権限を付与する製品名を入力

開発者アクセス権
（デベロッパーのみ）デベロッパーが追加される API アクセスを

含む製品の製品プロファイルの名前を入力

自動割り当て製品
前ページの手順③で［現在のユーザーリスト］を選択すると表示
される。自動で割り当てる製品名を入力

COLUMN グループ版のCSVファイルについて

グループ版を利用している場合、CSV
ファイルは右表のように入力します。

メールアドレス 必須項目。ユーザーのメールアドレスを入力
名前（名） ASCII のみで、最大255文字
名前（姓） ASCII のみで、最大255文字
管理ロール ユーザーに割り当てる管理ロールを入力
ユーザーグループ このユーザーを追加するユーザーグループ名を入力
グループ版製品 ユーザーに割り当てるグループ版製品名を入力
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CSVファイルをアップロードする

❷ ［アップロード］ をクリック

［ファイルを選択］をクリックすると、［開く］ダイアログボックスが
表示される

CSVファイルが表示された  

❶ ここに作成したCSVファイルを
ドラッグ＆ドロップ
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そのほかの一括登録に
ついて
ユーザーグループの作成や製
品プロファイルの割り当てな
ども一括操作が可能です。詳
細は以下の Web ページを確
認してください。
▼ユーザーの管理 | 
CSV一括アップロード
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/using/bulk-
upload-users.html

［一括操作の結果］画面で
エラーと表示されたら
操作名をクリックして詳細を
表示すると、行別のエラー内
容が表示されるので、エラー
箇所を修正して、再度操作し
ます。
▼ ユ ー ザ ー の 一 括 CSV
アップロード時に発生す
る問題に関するトラブル
シューティング
h t t p s : / / h e l p x . a d o b e .
com/ jp/enterpr i se/kb/
troubleshoot-bulk-user-csv-
upload.html

一括操作の結果を確認する

CSVファイルがアップロード
できた

❶ 画面右の［…］を
クリック

Webブラウザーの再読み込みボタンを押して、
しばらく待つ

操作名をクリックすると、結果の詳細が
表示される

ユーザーを一括で追加できた

❷ ［一括操作の結果］を
クリック
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製品ライセンスを追加で購入する

製品ライセンスの追加方法 任意

STEP ● 12 製品ライセンス 約2分

❸［エンタープライズ］をクリック

Admin Consoleにログインして、［アカウント］タブ
を表示しておく

［製品を追加］の画面が表示された

ここでは、エンタープライズ版の製品を購入する

［概要］タブからの追加購
入について

［概要］タブの画面右側にあ
る［クイックリンク］の［追
加購入］をクリックすると、
手順②の［製品を追加］画
面が表示されます。

Admin Console に ロ グ
インして、［概要］タブを
表示しておく

手 順 ② の 画 面 は、
グループ版とエンタープ
ライズ版両方のライセン
スを保有している組織の
場合のみ表示されます。

❶ ［追加購入］をクリック

❶ ［追加購入］ を
クリック

❷［プランタイプを選択］をクリック
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［ライセンスの詳細］に選択した
製品が表示された

管理者のメールアドレスに注文内容の
確認メールが送信される

製品名の右にある［×］をクリックすると、
製品が削除される

エンタープライズ版の製品が
表示された

ここではコンプリートプランを
選択する

グループ版の製品の
購入について
前ページの手順②で［グルー
プ版］を選択すると、手順④
の画面でグループ版の製品が
表示されます。

購入リクエストについて
Admin Consoleで製品を購入
すると、後日支払うことを約
束として、製品またはライセ
ンスを要求できます。これは

「購入リクエスト」と呼ばれ、
購入リクエストコンプライア
ンス期間となる 60 日以内に
支払いを行います。詳しくは、
以下の Web ページを参照し
てください。
▼購入リクエストコンプラ
イアンス
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/using/evip-
purchase -author i z at ion-
compliance.ug.html

❻ ［注文内容を確認］ を
クリック

❺ ［ライセンス数］ の数字をクリックして購入数を
選択

❹ ［追加］ をクリック
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製品プロファイルの割り当てと
解除方法 必須

STEP ● 13 製品プロファイル 約10分

ユーザーへのメール通知をオフに設定する

Admin Consoleにログインして、［製品］タブを表示しておく

製品プロファイルの画面が表示された

製品プロファイルの設定画面
が表示された

製品プロファイルをユーザーに割り当てると、個々のユーザーにメールが
届きます。ユーザーに不要なメールが送信されないように設定したいとき
は、最初に以下の方法でメール通知をオフにしましょう。

こ の STEP に 沿 っ
て通知をオフにした場合
も、 新 し い Adobe ID と
Enterprise ID のユーザー
に宛てた「製品利用開始
のお知らせ（ライセンス
割り当て時の通知）」メー
ルは必ず届きます。

❶ ［すべての製品とサービス］ をクリック

❸ ［詳細］ をクリック

❹ ここを下にスクロール

❻［次へ］を
クリック

❷ 製品プロファイル名をクリック

❺ ［メールでユーザーに通知］のここを
クリックして、オフに設定
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方法 1：［製品］タブから製品プロファイルを割り当てる

未登録のユーザーへの
割り当てについて
手 順 ② で Admin Console に
ユーザー登録されていない
メールアドレスを入力する
と、製品プロファイルの割り
当てと同時にAdmin Console
への新規登録が行われます。

前ページの手順②にある製品プロファイルの
画面を表示しておく

ユーザーを追加できた

❸ 該当するユーザー名を
クリック

新しい Adobe ID ま
たは Enterprise ID に製品
プロファイルを割り当て
ていると、初回のみアカ
ウント設定を完了するた
めのメールが届きます。

❷ ユーザー名またはメール
アドレスを入力

❹ ［保存］をクリック

❶ ［ユーザーを追加］を
クリック
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方法 2：［ユーザー］タブからプロファイルを割り当てる

❶ 製品プロファイルを割り当てる
ユーザー名をクリック

Admin Console にログインして、
［ユーザー］タブを表示しておく

ユーザーの詳細画面が表示された

割り当て方法について
製品プロファイルの割り当て
は、ここで紹介する3つの方
法があります。ユーザー 1人
ずつに割り当てる場合はこの
ページを、まとめて割り当て
る場合はP.37を参照してくだ
さい。

❹ ［+］ を
クリック

❽ ［保存］ を
クリック

❸ ［製品を編集］ をクリック

［製品とユーザーグループを編集］画面が表示された

製品プロファイルが割り当てられた

❷ ［製品］ の［…］ をクリック

❼ 製品プロファイル名の
ここをクリック

❺ ペンアイコンをクリック ❻ ［製品］ タブに表示された製品名をクリック
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CSVファイルでの
一括割り当て
STEP 11で説明した CSV ファ
イルに、製品プロファイル名
を入力すると、一括登録が可
能です。

［製品］タブからでも
割り当てられる
P.35 の「方法 1」で、手順①
の後にユーザーグループ名を
指定すると、ユーザーグルー
プに製品プロファイルを割り
当てることができます。

ユーザーグループへの
割り当て解除
ユーザーグループに割り当て
た製品プロファイルを削除す
るには、左の画面でユーザー
グループ名のチェックボック
スをクリックして、チェック
マークを付けた後、同様に操
作します。

方法 3：ユーザーグループに製品プロファイルを割り当てる

製品プロファイルの割り当てを解除する

❶ ［割り当てられた製品プロファイル］
をクリック

［ユーザー］タブのユーザーグループ
一覧で、製品プロファイルを割り当て
るユーザーグループをクリックする

［保存］をクリックすると、ユーザーグループに所属するユーザーに
製品プロファイルが割り当てられる

❸  ペンアイコンをクリック

製品プロファイルの詳細画面にある［ユーザー］画面を表示しておく

再度［ユーザーを削除］をクリックする

❹ 製品名をクリック

❺ 製品プロファイル名
のここをクリック

❷ ［プロファイルを割り当て］をクリック

❶ ユーザー名またはユーザーグループ名のチェック
ボックスをクリックして、チェックマークを付ける

❷ ［ユーザーを削除］を
クリックする
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方法 1：Admin Console の初回起動時に製品を割り当てる

製品の割り当てと解除方法 必須

STEP ● 14 製品 約2分

Admin Consoleにログインする

❷ 製品を割り当てるユーザーの
メールアドレスを入力

❸ ［確定］ をクリック

❹ ［完了］ をクリック

製品のライセンス数に合わせ、まとめて
メールアドレスを入力できる

［概要］タブからの製品の
割り当てについて

［概要］タブの［製品とサー
ビス］に表示された製品名を
クリックすると、［製品］タブ
の製品画面が表示されます。
その後、［ユーザーを追加］
をクリックして、製品を割り
当てたいユーザーのメールア
ドレスを入力しましょう。

［概要］タブの［製品とサービス］に割り当てた
ライセンス数が表示される

❶ ［開始］ をクリック
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方法 2：［製品］タブから製品を割り当てる

製品の割り当てを解除する

Admin Console にログインして、
［製品］タブを表示しておく

［製品］タブの製品名をクリックし、製品プロファイルの画面を表示しておく

再度［ユーザーを削除］をクリックする

❷ ［ユーザーを削除］をクリック❶ ユーザー名のチェックボックスをクリック

［保存］をクリックすると、指定したユーザーに製品が割り当てられる

❸ ペンアイコンをクリック

❹ 製品プロファイル名の
ここをクリック

❷ ユーザーのメールアドレスを入力

❶ 割り当てを行う製品の［ユーザーを
製品に割り当て］ をクリック
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ユーザーグループ管理者を追加する

ユーザーグループ管理者の
追加方法 任意

ユーザーグループ管理者
の操作範囲
担当するユーザーグループへ
のユーザーの追加と削除、製
品プロファイルの割り当てと
解除のほか、ユーザーグルー
プの削除も可能です。
ユーザーグループの作成や担
当外のユーザーグループの削
除はできません。

［ユーザー］タブの
［管理者］画面からの設定

手順①の画面の左にある［管
理者］をクリックすると、設
定された管理者の一覧が表示
されます。この画面にある［管
理者を追加］をクリックして
も、設定可能です。詳細は
STEP 16を参照してください。

STEP ● 15 ユーザグループ管理者 約3分

ユーザーグループの［管理者］画面が
表示された

❷ ［管理者を追加］を
クリック

STEP 10を参考に、ユーザーグループの詳細画面を
表示しておく

❶ ［管理者］タブを
クリック
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ユーザーグループ管理者
の削除
ユーザーグループの管理者一
覧画面で、管理者名の左にあ
るチェックボックスをクリッ
クしてチェックマークを付け
た後、［管理者を削除］をク
リックします。

ユーザーグループ管理者が追加された

［ユーザーグループ管理者を追加］の画面が
表示された

ユーザーグループ管理者が
設定できた

ユーザーグループ管理者に
設定の通知メールが届く

❷ ［保存］をクリック

❶ ユーザーグループ管理者として設定するユーザーの
メールアドレスを入力
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方法 1：製品管理者を追加する

方法 2：製品プロファイル管理者を追加する

その他の管理者の追加方法 任意

製品管理者の操作範囲
担当する製品に製品プロファ
イルを作成できるほか、ユー
ザーやユーザーグループの追
加と削除が可能です。

製品プロファイル管理者
の操作範囲
担当する製品プロファイルに
対するユーザーやユーザーグ
ループの追加と削除が可能で
す。

STEP ● 16 製品管理者、製品プロファイル管理者 約5分

❶ 製品名の［管理者］を
クリック

Admin Consoleにログインして、［製品］タブを
表示しておく

STEP 15を参考に、製品管理者を追加する

製品プロファイルの詳細画面を表示しておく

STEP 15を参考に、製品プロファイル管理者を追加する

❷ ［管理者を追加］を
クリック

❶ 製品プロファイルの［管理者数］を
クリック

❷ ［管理者を追加］を
クリック
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管理者に指定された
ユーザーについて
ユーザーに管理者権限を割り
当てると、指定したユーザー
のメールアドレスに通知メー
ルが送信されます。ユーザー
は受信したメールの指示に
従ってAdmin Consoleにログ
インすると、決められた管理
作業が行えます。

管理者権限の複数の
割り当て
1人のユーザー IDに複数の管
理者権限を割り当てる場合
は、左記の［管理者を追加］
画面で複数の権限をオンにし
ます。

方法 3：［ユーザー］タブの［管理者］画面から追加する

❷ここをクリックして、管理者権限を切り替え

❶ ［管理者を追加］を
クリック

設定した管理者が一覧で表示され、［管理ロール］から
担当範囲を確認できる

ユーザーの選択画面が表示されるので、ユーザー IDを指定して
［次へ］をクリックする

［ユーザー］タブの［管理者］画面を表示する

［管理権限を編集］の画面が表示される

VIP グ ル ー プ 版 で
は、「システム管理者」の
みユーザーに割り当て可
能です。

❸［保存］をクリック
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ESM（エンタープライズストレージモデル）について

削除されたユーザーのデータを移行する

ストレージの管理方法 任意

［ストレージ管理者］
について

［ストレージ］タブの画面右
側にある［ストレージ管理者］
をクリックすると、ストレー
ジ管理の権限を持つユーザー
の一覧が表示されます。

組織が保有するストレージ
の配分について
Creative Cloudを割り当てた
ユーザーの人数分×1TBが組
織が保有するストレージの
総量です。

STEP ● 17 ストレージ 約2分

Admin Consoleにログインして、
［ストレージ］タブを表示しておく

ESM（エンタープライズストレージモデル）は、Admin Consoleに登録された
ユーザーのストレージを、企業などの組織単位で管理・統制できる機能です。
管理者は、Admin Consoleの［ストレージ］タブから個々のユーザーのス
トレージ利用状況を確認できるほか、退職などの理由でAdmin Consoleか
らユーザーを削除したときに、そのユーザーが残したデータを組織内の別
のユーザーに容易に移行できます。

STEP 09 を参考に、削除するユーザーを指定して
［ユーザーを削除］をクリックする

Admin Consoleに登録されたユーザーのうち、［個人ユーザー］
フォルダーの使用量が多い上位5名が表示される

［概要］画面では組織全体のストレージ
総量と使用状況が確認できる
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削除されたユーザーのコンテンツを削除する

［後でコンテンツを転送］
について
手順①で［後でコンテンツを
転送］をクリックすると、［ス
トレージ］タブからコンテン
ツの転送設定ができます。

［後でコンテンツを転送］を
選択したユーザーについて
ユーザーを削除するときに

［後でコンテンツを転送］を
選択したときは、手順③の次
に転送先の指定画面が表示さ
れます。

次の画面で［完全に削除］をクリックすると、
ユーザーデータが完全に削除される

ここではシステム管理者のメールアドレス
を指定して転送する

削除するユーザーのストレージにコンテンツが残っていると、
［ユーザーを削除］の画面が表示される

［ユーザーを削除してコンテンツを転送］の画面で
［ユーザーを削除］をクリックする

❷ ［次へ］ をクリック

❸ ［完全に削除］ を
クリック

❷ ユーザー名の
ここをクリック

［ストレージ］タブの［個人ユーザーフォルダー］
画面を表示しておく

❶ ［削除されたユーザー］
タブをクリック

❶ 転送先のメールアドレスを入力
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監査ログを確認する

❶ ［監査ログ］ を
クリック

Admin Console にログインして、
［インサイト］タブを表示しておく

90日間のログが
表示された

［インサイト］タブ
では 90 日間分のログが
保持されます。それ以上
のログを保管する場合は、
次 ペ ージ の 手 順 を 参 考
に CSV ファイルをダウン
ロードしましょう。

キーワードや日付、イベントによって
検索できる

監査ログの確認方法 任意

STEP ● 18 監査ログ　 約2分
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CSVファイルをダウンロードする

❶ ［CSVの書き出し］ を
クリック

Admin Console にログインして、
［インサイト］タブを表示しておく

CSVファイルがダウンロードされる
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アセット・認証の設定方法 任意

STEP ● 19 アセット設定・認証設定　 約2分

アセット設定を確認する

❶ ［アセット設定］ を
クリック

ここでは、［共有制限ポリシー］を
デフォルト設定のままで進める

Admin Consoleにログインして、［設定］タブを表示しておく

ここでは、［アクセス要求ポリシー］は
デフォルト設定のままで進める

ア セ ッ ト 設 定 は、
VIP 版のグループ版では
設定できません。

❷ 画面を下にスクロール

アセット設定の変更につ
いて
アセット設定では、Creative 
Cloud お よ び Document 
Cloud 内のファイル（アセッ
ト）の共有方法や、アクセス
可能な範囲を設定できます。
組織内外への共有を制限した
い場合は、デフォルト設定以
外の項目を選択した後［確定］
をクリックします。
詳細は以下の Web ページで
も確認できます。
▼ アセットの設定
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/admin-guide.
html/jp/enterprise/using/
asset-settings.ug.html
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認証設定を確認する

❶ ［認証タブのプライバシーとセキュリティ］
をクリック

❷ ［認証設定］ をクリック

❸ ［より安全］ をクリックここでは、［より安全］の
設定に変更する

パスワードの保護レベルを変更できた

Admin Consoleにログインして、［設定］タブを表示しておく
認証設定は、VIP 版

のグループ版では設定で
きません。

認証設定の変更について
認証設定では、Adobe ID ま
たはEnterprise IDのパスワー
ドに対して、保護レベルを変
更できます。
▼ 認証の設定
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/admin-guide.
html/jp/enterprise/using/
authent icat ion-se t t ings .
ug.html
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オンライン経由でユーザー自身がデプロイ（インストール）する

デバイスへのデプロイ（インストー
ル）方法 任意

STEP ● 20 デプロイ（インストール）　 約10分〜約3 時間

❶ ［使用開始］ を
クリック

管理者がAdmin Consoleで製品に
ユーザーを追加しておく

アドビからユーザーに届いたメールを
表示しておく

ブラウザーでログイン画面が
表示された

サードパーティ製ツール
を使用してデプロイ（イン
ストール）する
アプリをインストールするデ
バ イ ス の 数 が 多 い と き は、
サードパーティ製ツールを使
用してまとめてデプロイ（イ
ンストール）すると便利です。

初回ログイン時は 
本人確認が必要
初めてAdobe Creative Cloud
にログインしたときは、本人
確認のため指定されたメール
アドレスにコードが届きま
す。画面の指示に従って入力
した後、パスワードや国 / 地
域の設定と、携帯電話番号の
登録などを行います。

❷ 登録されているユーザーの
メールアドレスを入力

❹ パスワードを入力

❸ ［続行］ をクリック

❺ ［続行］ をクリック
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Windows にパッケージをデプロイ（インストール）する

Windows 用に作成
したパッケージをダウン
ロードしましょう。

❶ ［ダウンロード］を
クリック

アドビのWeb ページが
表示された

Creative Cloudのページが表示された

ここでは、Creative Cloudのアプリを
デプロイ（インストール）する

Admin Consoleにログインして、［パッケージ］タブを
表示しておく

ダウンロードが終了するまでしばらく待つ

ダウンロードしたzipファイルを展開しておく ［Build］フォルダーを開く

❻  ［Creative Cloud］の［開く］をクリック

❼ ［アプリ］ タブをクリック

❷ ［setup］を
ダブルクリック

Windows 10での 
アンインストール
画面左下の［スタート］ボタ
ンを押してアプリの一覧を表
示した後、アンインストール
したいアプリを右クリックし
て［アンインストール］をク
リックします。その後、［プ
ログラムと機能］ダイアログ
ボックスでアプリを選択して

［アンインストール］をクリッ
クしましょう。なお［Adobe 
Creative Cloud］は、同じパッ
ケージで追加したアプリを削
除した後にアンインストール
します。

インストールするアプリの［インストール］を
クリックする
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Creative Cloudデスクトップアプリが
起動した

❹ ［Adobe Creative Cloud］を
ダブルクリック

❼ 次の画面でパスワードを入力して
［続行］ をクリック

❸ ［OK］をクリック

デプロイ（インストール）が開始
されるので、完了するまで待つ

セルフサービスパッケージ
を使ったデプロイ（インス
トール）について
セルフサービスパッケージ
の 場 合 は、Creative Cloud
デスクトップアプリのみが
デプロイされます。ログイ
ン後、 Creative Cloud デスク
トップアプリの［すべての
アプリ］をクリックし、イ
ンストールするアプリの［イ
ンストール］をクリックし
てユーザー自身でデプロイ
します。

Acrobatのデプロイ（イン
ストール）について
AcrobatおよびAdobe Reader
のみを組織のユーザーに展
開するには、［Customization 
Wizard］というツールを使用
し ま す。こ の ツ ー ル は、特
定の機能を有効／無効にす
る、製品の使用許諾契約や
製品登録の画面表示を制限
するなどの設定をしたうえ
で、Acrobat および Acrobat 
Reader の イ ン ス ト ー ラ ー
パッケージを作成できます。

［Customization Wizard］の
入手方法やパッケージの作
成 方 法 に つ い て の 詳 細 は、
以下の Web ページを参照し
てください。
▼Adobe Customization 

Wizardの概要
https://helpx .adobe.com/
jp/acrobat/kb/cq04032234.
html

［開く］をクリックすると、
アプリを起動できる

❺ ユーザー IDを入力

❻ ［続行］をクリック
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［Adobe Package Downloader］ が
起動した

Adobe Package Downloaderを使用する

❶ Adobe Package Downloaderのファイルを
ダブルクリック

❷ ファイルアイコンをクリック

❸ ［続行］ をクリック

P.51の手順①を参考に、Mac用のパッケージをダ
ウンロードする

ダウンロード先を変更するときは
フォルダーアイコンをクリックする

Mac 用に作成した
パッケージをダウンロー
ドしましょう。
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［Adobe Package Downloader］ が
起動した

❹ ダウンロードが
終了するまで待つ

❼ 解凍されたパッケージフォルダーを
ダブルクリック

❻ zipファイルをダブルクリック

❺ ［Finderで開く］をクリック
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Macにパッケージをデプロイ（インストール）する

Macでの
アンインストール
左の画面にある［○○（パッ
ケ ー ジ 名 ）_Uninstall.pkg］
をダブルクリックします。

パッケージの［Build］フォルダーを表示しておく

インストーラーが
起動した

画面の指示に従ってデプロイ（インストール）する

［アプリケーション］-［Adobe Creative Cloud］
フォルダーを開いておく

初回ログイン時は
本人確認が必要
初めてAdobe Creative Cloud
にログインしたときは、本人
確認のため指定されたメール
アドレスにコードが届きま
す。画面の指示に従って入力
した後、パスワードや国 / 地
域の設定と、携帯電話番号の
登録などを行います。

パスワードを入力して［続行］をクリックすると、
Creative Cloudデスクトップアプリが起動する

❶ ［○○（パッケージ名）_Install.pkg］を
ダブルクリック

❷ ［続ける］を
クリック

❸ ［Adobe Creative Cloud］
をダブルクリック

❹ ユーザー IDを入力

❺ ［続行］をクリック
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ディレクトリを作成する

ドメインクレームの設定方法 必須

ドメインクレームについて
ドメインクレームは、企業な
どが取得するドメイン（メー
ルアドレスの@の後ろに続く
文字列）を、Adobeが提供す
るサービスと連携できるよう
にするための作業です。使い
たいドメインが、自社に所有
権があるものかどうかを検証
します。このドメインクレー
ムにより、組織のドメインを
企業IDとして利用できるよう
になります。設定に必要なレ
コード値（TXT レコード）は、
Admin Console から取得でき
ます。ドメインクレーム設定
後は、以下の操作が可能にな
ります。
• Enterprise IDの作成、管理、

削除
• 利用サービスの制御
• アプリケーションへのロ

グイン

STEP ● 21 ドメインクレーム　 約20分

Admin Consoleにログインして、［設定］タブを表示しておく

ディレクトリ一覧が表示されている場合は、画面右上にある
［ディレクトリを作成］をクリックする

❸ ディレクトリ名を入力

❷ ［ディレクトリを作成］をクリック

❹ ［Enterprise ID］をクリック

❺ ［ディレクトリを作成］
をクリック

ディレクトリが作成できた

動画での手順確認について
ドメインクレームの流れを動
画で確認したい場合は、以下
のURLにアクセスしましょう。
▼Enterprise IDドメイン
クレームの流れ
https://helpx.adobe.com/jp/
enterprise/how-to/domain-
claim-enterprise-id.html

❶ ［ID］をクリック
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ドメインを追加する

ディレクトリについて
Enterprise ID で使用する組織
ドメインと、ユーザー情報を
保存しておくための格納（リ
ンク）場所です。利用してい
る組織ドメインが複数ある場
合、同じディレクトリに格納
して管理できます。

作成したディレクトリに、
ドメインを追加する

ディレクトリ一覧が表示されている場合は、画面右上にある
［ディレクトリを作成］をクリックする

❶ ［ドメイン］を
クリック

❷ ［ドメインを追加］を
クリック

❸ ドメインを入力

❹ ［次へ］を
クリック

❺ ［ドメインを追
加］をクリック

［検証が必要］と表示された
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ホスト名 種別 内容 優先度

.xxxxxx.net
TXT

●●●●●●●●●●●
●●●●●

［ドメインの所有権を検証］の画面が
表示された

組織のドメインホスト
にログインする

画面上部に表示
されたトークンが
コピーされる

検証が終わるまでしばらく待つ

❶ ［検証］ を
クリック

❺ ［今すぐ検証］
をクリック

ここで紹介してい
るド メ イ ン ホ スト へ の
ト ー ク ン 追 加 は 一 例 で
す。利用ホストやサービ
スプロバイダーによって
詳細が異なります。

ドメインをクレーム（検証）する

［ドメイン］の画面に追加されたドメインが表示され、
［ステータス］に［検証が必要］と表示された

❹ ［内容］に手順②で
コピーした値をペースト

❸ ［種別］を［TXT］
に設定

❷ ［レコードの値をコピー］または［DNS
レコード全体をコピー］をクリック
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［ドメインとディレクトリをリンク］の画面
が表示された

❷［ディレクトリを選択］の 
ここをクリック

ドメインとディレクトリをリンクする

❹ ［リンク］を
クリック

ドメインがクレームされ、［ステータス］に
［ディレクトリが必要］と表示された

ドメインとディレクトリがリンクされ、［ステータス］に
［アクティブ］と表示された

1 つのドメインを、
複数のディレクトリにリン
クすることはできません。

❸ リンクするディ
レクトリを選択

❶ ［ディレクトリにリンク］ をクリック
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STEP ● 22 パッケージ（インストーラ）　 約10 分

パッケージ（インストーラ）の 
作成方法 任意

マネージドパッケージのビルド（作成）を開始する

Admin Consoleにログインしておく

パッケージ一覧が表示されている場合は、画面右上にある
［パッケージを作成］をクリックする

ここでは［マネージドパッケージ］
を作成する

❹ ［次へ］をクリック

❸ ［マネージドパッケージ］
をクリック

マネージドパッケージに
ついて
手順③の画面で［マネージド
パッケージ］を選択すると、
ユーザーのデバイスにデプロ
イ、またはインストールする
アプリケーションを管理者側
がカスタマイズできます。さ
らに、アップデートや各種設
定もIT管理者が個別に制御可
能です。

セルフサービスパッケージ
について
手順③の画面で［セルフサー
ビスパッケージ］を選択する
と、アドビ製品のインストー
ル権限（OS側の管理者権限）
が 埋 め 込 ま れ た Creative 
Cloud デ ス クトッ プ ア プ リ
ケーションの特別版が作成さ
れます。ユーザーが自分自身
で製品を選択してデプロイ、
またはインストールできるう
え、ユーザー自身のタイミン
グでアップデートなどを行え
ます。これにより、組織内の
IT管理者の作業負荷が削減さ
れます。

❷ ［パッケージを作成］をクリック

❶ ［パッケージ］ タブをクリック
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OSロケールについて
［言語］の［OSロケールを使用］
は、デバイスのOSで設定され
ている言語に合わせてアプリ
ケーションをインストールで
きる機能です。デフォルトで
オンになっているので、手順
②の設定を忘れても、使用言
語のアプリケーションが自動
で設定されます。

選択アプリケーションの
変更について
選択したアプリケーションを
削除するには、［選択された
アプリケーション］に表示さ
れたアプリケーション名の

［×］をクリックします。

パッケージの言語とアプリケーション、プラグインを選択する

ここでは［Windows 64-bit］をクリックする

すべて選択する場合は［＋すべて追加］
をクリック

ここでは追加せずに進める

❷ ［言語］で［日本語］
を選択

❶ 使用OSをクリック

❹ パッケージに含めるアプリケーション
名の右にある［+］をクリック

❸ 画面右下の［次へ］をクリック

❺ ［次へ］をクリック

必要に応じてプラグインを選択する

手順①で［Windows 
32bit］を選択すると、利用
できる製品が極端に少な
くなります。

マネージドパッケー
ジを作成する際、手順④
の画面で Acrobat を選択
するのは推奨されません。
Acrobatは［Customization 
Wizard］というツールを
使用します。詳細は P.88
の「Acrobat の デ プ ロ イ

（インストール）について」
を参照してください。

手順④の画面にあ
る［ 使 用 可 能 な ア プ リ
ケーション］で、以前の
バージョンのアプリケー
ションも表示する場合は
事前の設定が必要です。
詳細は、P. 63 のCOLUMN
を確認してください。

❻ ［次へ］をクリック

［選択されたアプリケーション］に、
アプリケーションが追加された
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オプションを確認して設定する

［管理オプション］の詳細
について

［管理オプション］にある上3
つの項目については、以下の
Webページも確認してくださ
い。
▼Adobe Remote Update 
Managerの使用
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/using/using-
remote-update-manager.
ug.html

▼AUSSTの概要
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/using/update-
server-setup-tool.html

▼ パッケージに拡張機能
を含める
h t t p s : / / h e l p x . a d o b e .
com/jp/enterprise/using/
manage-extensions.html

❷ ［次へ］をクリック

❶ 表を参考に、各項目のチェックボックスを
クリックしてオン╱オフに設定

●オプションの設定項目について
項目名 説明

Creative Cloud
デスクトップ
オプション

セルフサービスインストールを有効化
オンにすると、エンドユーザーがアプリケーションパネルから
アプリケーションをインストール・アップデートできる

管理者権限のないユーザーにアプリの更新とイ
ンストールを許可

オンにすると、管理権限をもたないエンドユーザーのセルフ
サービスが有効になる

セルフサービスのプラグインのインストールを
有効化

オンにすると、エンドユーザーがCreative Cloudデスクトッ
プアプリケーションパネルからプラグインをデプロイ・更新
できる

ファイルの同期を無効化
オンにすると、ファイルの自動同期を制限するほか、アセット
機能やモバイル連携が使用不可になる

ブラウザーベースのログインを有効化
オンにすると、Creative Cloud デスクトップアプリから、ブラ
ウザーベースにログインできる

管理オプション

Remote Update Managerを有効化
オンにすると、リモートで各デバイスにアップデートをインス
トールできる（ヒント参照）

内部Adobe Update Serverにリダイレクト
オンにすると、AUSSTを使用してアップデートできるようにな
る（ヒント参照）

拡張機能用のフォルダーを作成して、Extension 
Managerコマンドラインツールを含める

オンにすると、パッケージに拡張機能を含めて作成する（ヒ
ント参照）

カスタムインストールディレクトリにパッケージ
をインストール

オンにすると、カスタムインストールディレクトリにパッケー
ジをインストールできる
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パッケージをビルド（作成）する

パッケージのアップデート
について
パッケージ内のアプリケー
ションにアップデートがある
と「最新ではありません」と
表示されます。その場合は、
パッケージ名- 画面右にある

［パッケージを更新］の順に
クリックして、更新があるア
プリケーションのみをビルド
するかパッケージを丸ごとビ
ルドするかを選択し、［パッ
ケージを更新］をクリックし
ます。なお、期限切れのパッ
ケージを選択した場合も新し
く作成できます。

そのほかの設定内容を確認して、変更が
あれば［前へ］をクリックする

パッケージのビルド（作成）が終わるまでしばらく待つ

［パッケージ］の画面にビルドしたパッケージが表示された

ビ ル ド し た パ ッ
ケージの有効期限は 3 日
間です。3 日を過ぎると

［期限切れ］と表示され、
ダウンロードできなくな
ります。

❷ ［パッケージをビルド］
をクリック

❶ パッケージ名を入力

COLUMN 利用可能なアプリの複数バージョンを表示する方法

P.61 にある［パッケージを作成］の画面で、複数のバージョンを表示するには、以下の設定をしてから［以
前のバージョンを表示］にチェックを入れます。

❸ ［利用可能なアプリケーションのバージョン］
のここをクリックしてチェックマークを付ける

❶ ［パッケージ］
タブをクリック

［パッケージを作成］の画面で［以前のバージョンを表示］を
クリックすると、利用可能な以前のバージョンが表示される

❷ ［環境設定］
をクリック
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ユーザーを追加する

ユーザーの追加と削除方法 任意

ユーザーの一括作成
複数名のユーザーを一括で作
成する方法は、STEP 25 を参
照してください。

Enterprise IDのユーザーが追加できた

STEP ● 23 ユーザー 約3分

IDの種類について
［ ユ ー ザ ーを 追 加 ］画 面 で
Enterprise IDとFederated ID
についての説明が表示されま
すが、このChapterではその
まま進めます。

❷ ユ ー ザ ー の
メールアドレスを
入力

❸ ［姓］と［名］
を入力

❹ ［保存］を
クリック

❶ ［ユーザーを追加］を
クリック

Admin Consoleにログインして、
［ユーザー］タブを表示しておく

［グループにユーザーを追加］の
画面が表示された 
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ユーザーを削除する

ユーザーに製品プ
ロファイルやグループの
割り当て済の場合は、設
定ごと削除されます。

COLUMN 製品プロファイルとグループの設定方法

前ページ手順②の画面上部にある［製品を割り当て］と［ユーザーグループを割り当て］タブをクリック
すると、ユーザーの新規追加と同じタイミングでまとめて設定できます。以下のように設定した後、［保存］
をクリックします。

●［製品を割り当て］タブ ●［ユーザーグループを割り当て］タブ

❶ 製品名をクリック

❸ 表示された製品プロファイル名をクリック ❷ 表示された製品プロファイル名を選択

❶ ［ユーザーグループの検索または選択］
のここをクリック

STEP 37を参考に、ユーザーグループを作成して
おく

❷ ［プロファイルの検索または選択］
のここをクリック

削除するユーザーのデー
タについて
削除するユーザーのストレー
ジにコンテンツなどが残って
いると、手順②の後に［ユー
ザーを削除］画面が表示され
ます。データをほかのユーザー
のストレージに移管するに
は、STEP 29を参考にメール
アドレスを指定してください。

❸ ［ユーザーを削除］を
クリック

［ユーザー］タブのユーザー一覧を表示しておく

ユーザーが削除される

❶ ユーザー名の左にあるチェックボックスをクリックして
チェックマークを付ける

❷ ［ユーザーを削除］
をクリック
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ユーザーグループを追加する

ユーザーグループの追加と
削除方法 任意

ユーザーグループ作成の
利点
ユーザーグループにユーザー
をまとめておくと、製品プロ
ファイルの割り当てがまとめ
て設定できるほか、ユーザー
グループ管理者を作成して、
ユーザーの追加と削除の操作
を一任できます。

ユーザーグループの
一括作成
複数のユーザーグループを一
括で作成する方法は、STEP 
25を参照してください。

STEP ● 24 ユーザーグループ 約3分

［新規ユーザーグループを作成］
の画面が表示された

ユーザーグループが追加できた

❸ ユーザーグループ
名を入力

❻ ユーザーグループ名をクリック

❹ 必要に応じて
説明を入力

Admin Consoleにログインして、
［ユーザー］タブを表示しておく

❶ ［ユーザーグループ］
をクリック

❷ ［新規ユーザーグループ］
をクリック

❺ ［保存］をクリック
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ユーザーグループ管理者
による削除
ユーザーグループ管理者は、
自分が管理しているユーザー
グループは削除できますが、
管理外のグループは削除でき
ません。

ユーザーグループの
各種設定
ユーザーグループへの製品プ
ロファイル割り当て方法は
STEP 26を、ユーザーグルー
プ管理者の作成はSTEP 27を
参照してください。

ユーザーグループの詳細画面が
表示できた

［ユーザーを追加］をクリックして、
ユーザーを追加する

ユーザーグループを削除する

❸ ［ユーザーグループを削除］
をクリック

❷ ［ユーザーグループを削除］
をクリック

［ユーザー］タブのユーザーグループ一覧を
表示しておく

ユーザーグループが削除される

❶ ユーザーグループ名の左にあるチェックボックスを
クリックしてチェックマークを付ける
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複数ユーザーの一括登録の方法 
任意

STEP ● 25 CSV ファイルによる一括操作 約10分

CSVテンプレートをダウンロードする

Admin Consoleにログインして、［ユーザー］タブの
ユーザー一覧を表示しておく

［CSVでユーザーを追加］の画面
が表示された

ここではユーザーリストを
最初から作成する

❸ ［標準テンプレート］ を
クリック

❶ ［CSVでユーザーを追加 ］
をクリック

❷  ［CSV テンプレートをダウンロード］
をクリック
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CSVファイルを作成する

CSV フ ァ イ ル を
Excel で編集した場合は、

［名前を付けて保存］を
クリックして［CSV UTF-
8］形式で保存します。

❶ 2行目以降を削除

❷ 表を参考に一括で追加する
ユーザー情報を入力

❸  ［CSV UTF-8］形式で
保存

ここでは、ダウンロードしたCSVファイルを
Excelで表示する

必須の入力項目以外は空欄に
してもいい

IDのタイプ Adobe ID、Enterprise ID、Federated IDから選択
ユーザー名 ASCII のみで、最大255文字
ドメイン ドメイン名。指定なしの場合は「N/A」と入力
電子メール 必須項目。ユーザーのメールアドレスを入力
名前（名） ASCII のみで、最大255文字
名前（姓） ASCII のみで、最大255文字
国名コード Enterprise ID および Federated IDは必須項目。日本は「JP」と入力
ID 設定なし
製品構成 ユーザーを割り当てる製品プロファイルのニックネームを入力
管理ロール ユーザーに割り当てる管理ロールを入力
管理製品構成 ユーザーに管理者権限を付与する製品プロファイル名を入力
ユーザーグループ このユーザーを追加するユーザーグループ名を入力
管理ユーザーグループ ユーザーに管理者権限を付与するユーザーグループ名を入力
管理製品 ユーザーに管理者権限を付与する製品名を入力

開発者アクセス権
（デベロッパーのみ）デベロッパーが追加される API アクセスを

含む製品の製品プロファイルの名前を入力

自動割り当て製品
前ページの手順③で［現在のユーザーリスト］を選択すると表示
される。自動で割り当てる製品名を入力
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CSVファイルをアップロードする

❷ ［アップロード］ をクリック

［ファイルを選択］をクリックすると、［開く］ダイアログボックスが
表示される

CSVファイルが表示された  

❶ ここに作成したCSVファイルを
ドラッグ＆ドロップ
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そのほかの一括登録に
ついて
ユーザーグループの作成や製
品プロファイルの割り当てな
ども一括操作が可能です。詳
細は以下の Web ページを確
認してください。
▼ユーザーの管理 | 
CSV一括アップロード
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/using/bulk-
upload-users.html

［一括操作の結果］画面で
エラーと表示されたら
操作名をクリックして詳細を
表示すると、行別のエラー内
容が表示されるので、エラー
箇所を修正して、再度操作し
ます。
▼ ユ ー ザ ー の 一 括 CSV
アップロード時に発生す
る問題に関するトラブル
シューティング
h t t p s : / / h e l p x . a d o b e .
com/ jp/enterpr i se/kb/
troubleshoot-bulk-user-csv-
upload.html

一括操作の結果を確認する

CSVファイルがアップロード
できた

❶ 画面右の［…］を
クリック

Webブラウザーの再読み込みボタンを押して、
しばらく待つ

操作名をクリックすると、結果の詳細が
表示される

ユーザーを一括で追加できた

❷ ［一括操作の結果］を
クリック
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製品プロファイルの割り当てと
解除方法 必須

STEP ● 26 製品プロファイル 約10分

ユーザーへのメール通知をオフに設定する

製品プロファイルをユーザーに割り当てると、個々のユーザーにメールが
届きます。ユーザーに不要なメールが送信されないように設定したいとき
は、最初に以下の方法でメール通知をオフにしましょう。

こ の STEP に 沿 っ
て通知をオフにした場合
も、 新 し い Adobe ID と
Enterprise ID のユーザー
に宛てた「製品利用開始
のお知らせ（ライセンス
割り当て時の通知）」メー
ルは必ず届きます。

Admin Consoleにログインして、［製品］タブを表示しておく

製品プロファイルの画面が表示された

製品プロファイルの設定画面
が表示された

❶ ［すべての製品とサービス］ をクリック

❸ ［詳細］ をクリック

❹ ここを下にスクロール

❻［次へ］を
クリック

❷ 製品プロファイル名をクリック

❺ ［メールでユーザーに通知］のここを
クリックして、オフに設定
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方法 1：［製品］タブから製品プロファイルを割り当てる

未登録のユーザーへの
割り当てについて
手 順 ② で Admin Console に
ユーザー登録されていない
メールアドレスを入力する
と、製品プロファイルの割り
当てと同時にAdmin Console
への新規登録が行われます。

新しい Adobe ID ま
たは Enterprise ID に製品
プロファイルを割り当て
ていると、初回のみアカ
ウント設定を完了するた
めのメールが届きます。

前ページの手順②にある製品プロファイルの
画面を表示しておく

ユーザーを追加できた

❸ 該当するユーザー名を
クリック

❷ ユーザー名またはメール
アドレスを入力

❹ ［保存］をクリック

❶ ［ユーザーを追加］を
クリック
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方法 2：［ユーザー］タブからプロファイルを割り当てる

割り当て方法について
製品プロファイルの割り当て
は、ここで紹介する3つの方
法があります。ユーザー 1人
ずつに割り当てる場合はこの
ページを、まとめて割り当て
る場合はP.75を参照してくだ
さい。

❶ 製品プロファイルを割り当てる
ユーザー名をクリック

Admin Console にログインして、
［ユーザー］タブを表示しておく

ユーザーの詳細画面が表示された

❹ ［+］ を
クリック

❽ ［保存］ を
クリック

❸ ［製品を編集］ をクリック

［製品とユーザーグループを編集］画面が表示された

製品プロファイルが割り当てられた

❷ ［製品］ の［…］ をクリック

❼ 製品プロファイル名の
ここをクリック

❺ ペンアイコンをクリック ❻ ［製品］ タブに表示された製品名をクリック
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CSVファイルでの
一括割り当て
STEP 25 で説明したCSVファ
イルに、製品プロファイル名
を入力すると、一括登録が可
能です。

［製品］タブからでも
割り当てられる
P.7 3 の「方法1」で、手順①の
後にユーザーグループ名を指
定すると、ユーザーグループ
に製品プロファイルを割り当
てることができます。

ユーザーグループへの
割り当て解除
ユーザーグループに割り当て
た製品プロファイルを削除す
るには、左の画面でユーザー
グループ名のチェックボック
スをクリックして、チェック
マークを付けた後、同様に操
作します。

方法 3：ユーザーグループに製品プロファイルを割り当てる

製品プロファイルの割り当てを解除する

❶ ［割り当てられた製品プロファイル］
をクリック

［ユーザー］タブのユーザーグループ
一覧で、製品プロファイルを割り当て
るユーザーグループをクリックする

［保存］をクリックすると、ユーザーグループに所属するユーザーに
製品プロファイルが割り当てられる

❸  ペンアイコンをクリック

製品プロファイルの詳細画面にある［ユーザー］画面を表示しておく

再度［ユーザーを削除］をクリックする

❹ 製品名をクリック

❺ 製品プロファイル名
のここをクリック

❷ ［プロファイルを割り当て］をクリック

❶ ユーザー名またはユーザーグループ名のチェック
ボックスをクリックして、チェックマークを付ける

❷ ［ユーザーを削除］を
クリックする
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ユーザーグループ管理者を追加する

ユーザーグループ管理者の
追加方法 任意

ユーザーグループ管理者
の操作範囲
担当するユーザーグループへ
のユーザーの追加と削除、製
品プロファイルの割り当てと
解除のほか、ユーザーグルー
プの削除も可能です。
ユーザーグループの作成や担
当外のユーザーグループの削
除はできません。

［ユーザー］タブの
［管理者］画面からの設定

手順①の画面の左にある［管
理者］をクリックすると、設
定された管理者の一覧が表示
されます。この画面にある［管
理者を追加］をクリックして
も、設定可能です。詳細は
STEP 28を参照してください。

STEP ● 27 ユーザグループ管理者 約3分

ユーザーグループの［管理者］画面が
表示された

STEP 24を参考に、ユーザーグループの詳細画面を
表示しておく

❷ ［管理者を追加］を
クリック

❶ ［管理者］タブを
クリック
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ユーザーグループ管理者
の削除
ユーザーグループの管理者一
覧画面で、管理者名の左にあ
るチェックボックスをクリッ
クしてチェックマークを付け
た後、［管理者を削除］をク
リックします。

ユーザーグループ管理者が追加された

［ユーザーグループ管理者を追加］の画面が
表示された

ユーザーグループ管理者が
設定できた

ユーザーグループ管理者に
設定の通知メールが届く

❷ ［保存］をクリック

❶ ユーザーグループ管理者として設定するユーザーの
メールアドレスを入力
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方法 1：製品管理者を追加する

方法 2：製品プロファイル管理者を追加する

その他の管理者の追加方法 任意

製品管理者の操作範囲
担当する製品に製品プロファ
イルを作成できるほか、ユー
ザーやユーザーグループの追
加と削除が可能です。

製品プロファイル管理者
の操作範囲
担当する製品プロファイルに
対するユーザーやユーザーグ
ループの追加と削除が可能で
す。

STEP 27を参考に、製品管理者を追加する

STEP 27を参考に、製品プロファイル管理者を追加する

STEP ● 28 製品管理者、製品プロファイル管理者 約5分

❶ 製品名の［管理者］を
クリック

Admin Consoleにログインして、［製品］タブを
表示しておく

製品プロファイルの詳細画面を表示しておく

❷ ［管理者を追加］を
クリック

❶ 製品プロファイルの［管理者数］を
クリック

❷ ［管理者を追加］を
クリック
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管理者に指定された
ユーザーについて
ユーザーに管理者権限を割り
当てると、指定したユーザー
のメールアドレスに通知メー
ルが送信されます。ユーザー
は受信したメールの指示に
従ってAdmin Consoleにログ
インすると、決められた管理
作業が行えます。

管理者権限の複数の
割り当て
1人のユーザー IDに複数の管
理者権限を割り当てる場合
は、左記の［管理者を追加］
画面で複数の権限をオンにし
ます。

方法 3：［ユーザー］タブの［管理者］画面から追加する

❷ここをクリックして、管理者権限を切り替え

❶ ［管理者を追加］を
クリック

設定した管理者が一覧で表示され、［管理ロール］から
担当範囲を確認できる

ユーザーの選択画面が表示されるので、ユーザー IDを指定して
［次へ］をクリックする

［ユーザー］タブの［管理者］画面を表示する

［管理権限を編集］の画面が表示される

❸［保存］をクリック
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ESM（エンタープライズストレージモデル）について

削除されたユーザーのデータを移行する

ストレージの管理方法 任意

［ストレージ管理者］
について

［ストレージ］タブの画面右
側にある［ストレージ管理者］
をクリックすると、ストレー
ジ管理の権限を持つユーザー
の一覧が表示されます。

STEP ● 29 ストレージ　 約2分

Admin Consoleにログインして、
［ストレージ］タブを表示しておく

ESM（エンタープライズストレージモデル）は、Admin Consoleに登録された
ユーザーのストレージを、企業などの組織単位で管理・統制できる機能です。
管理者は、Admin Consoleの［ストレージ］タブから個々のユーザーのス
トレージ利用状況を確認できるほか、退職などの理由でAdmin Consoleか
らユーザーを削除したときに、そのユーザーが残したデータを組織内の別
のユーザーに容易に移行できます。

Admin Consoleに登録されたユーザーのうち、［個人ユーザー］
フォルダーの使用量が多い上位5名が表示される

［概要］画面では組織全体のストレージ
総量と使用状況が確認できる

組織が保有するストレージ
の配分について
Creative Cloudを割り当てた
ユーザーの人数分×1TBが組
織が保有するストレージの
総量です。

STEP 23を参考に、削除するユーザーを指定して
［ユーザーを削除］をクリックする
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削除されたユーザーのコンテンツを削除する

［後でコンテンツを転送］
について
手順①で［後でコンテンツを
転送］をクリックすると、［ス
トレージ］タブからコンテン
ツの転送設定ができます。

［後でコンテンツを転送］を
選択したユーザーについて
ユーザーを削除するときに

［後でコンテンツを転送］を
選択したときは、手順③の次
に転送先の指定画面が表示さ
れます。

次の画面で［完全に削除］をクリックすると、
ユーザーデータが完全に削除される

❸ ［完全に削除］ を
クリック

❷ ユーザー名の
ここをクリック

［ストレージ］タブの［個人ユーザーフォルダー］
画面を表示しておく

❶ ［削除されたユーザー］
タブをクリック

ここではシステム管理者のメールアドレス
を指定して転送する

削除するユーザーのストレージにコンテンツが残っていると、
［ユーザーを削除］の画面が表示される

［ユーザーを削除してコンテンツを転送］の画面で
［ユーザーを削除］をクリックする

❷ ［次へ］ をクリック❶ 転送先のメールアドレスを入力
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監査ログの確認方法 任意

監査ログを確認する

❶ ［監査ログ］ を
クリック

Admin Console にログインして、
［インサイト］タブを表示しておく

90日間のログが
表示された

［インサイト］タブ
では 90 日間分のログが
保持されます。それ以上
のログを保管する場合は、
次 ペ ージ の 手 順 を 参 考
に CSV ファイルをダウン
ロードしましょう。

キーワードや日付、イベントによって
検索できる

STEP ● 30 監査ログ　 約2分
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CSVファイルをダウンロードする

❶ ［CSVの書き出し］ を
クリック

Admin Console にログインして、
［インサイト］タブを表示しておく

CSVファイルがダウンロードされる
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アセット・認証の設定方法 任意

STEP ● 31 アセット設定・認証設定　 約3分

アセット設定を確認する

❶ ［アセット設定］ を
クリック

Admin Console にログインして、
［設定］タブを表示しておく

ここでは、［共有制限ポリシー］を許可された
ドメインに属するユーザーのみに変更する

続けて、共有を許可する
ドメインを設定する

次の画面で［確定］をクリックすると、 
［共有制限ポリシー］が変更される

アセット設定の変更につ
いて
アセット設定では、Creative 
Cloud および Document Cloud 
内のファイルなど（アセット）
の共有方法や、アクセス可能
な範囲を設定できます。詳細
は以下の Web ページでも確
認できます。
▼ アセットの設定
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/admin-guide.
html/jp/enterprise/using/
asset-settings.ug.html

❹ ［ドメインを追加］ をクリック

❷ ［共有者を組織メンバーおよび信頼できるユーザーに制限］
をクリック

❸ ［許可されたドメイン］ タブを
クリック
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認証設定の変更について
認証設定では、Adobe IDまた
はEnterprise IDのパスワード
に対して、保護レベルを変更
できます。詳細は以下のWeb
ページでも確認できます。
▼ 認証の設定
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/admin-guide.
html/jp/enterprise/using/
authent icat ion-se t t ings .
ug.html

認証設定を確認する

Admin Console にログインして、
［設定］タブを表示しておく

Admin Consoleにログインして、
［製品］タブを表示しておく

画面右下の［追加］をクリックすると、
ドメインが追加される

ここでは、［アクセス要求ポリシー］は
デフォルト設定のままで進める

❺ ドメインを入力

❻ 画面を下にスクロール

❶ ［設定タブのブライバシーとセキュリティ］
をクリック

❷ ［認証設定］ を
クリック

❸ 製品プロファイル名を
クリック
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デバイスへのデプロイ（インストー
ル）方法 必須

STEP ● 32 デプロイ（インストール）　 約10 分〜約3 時間

オンライン経由でユーザー自身がデプロイ（インストール）する

❶ ［使用開始］ を
クリック

管理者がAdmin Consoleで製品に
ユーザーを追加しておく

アドビからユーザーに届いたメールを
表示しておく

ブラウザーでログイン画面が
表示された

サードパーティ製ツール
を使用してデプロイ（イン
ストール）する
アプリをインストールするデ
バ イ ス の 数 が 多 い と き は、
サードパーティ製ツールを使
用してまとめてデプロイ（イ
ンストール）すると便利です。

初回ログイン時は 
本人確認が必要
初めてAdobe Creative Cloud
にログインしたときは、本人
確認のため指定されたメール
アドレスにコードが届きま
す。画面の指示に従って入力
した後、パスワードや国 / 地
域の設定と、携帯電話番号の
登録などを行います。

❷ 登録されているユーザーの
メールアドレスを入力

❹ パスワードを入力

❸ ［続行］ をクリック

❺ ［続行］をクリック
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Windows にパッケージをデプロイ（インストール）する

Windows 用に作成
したパッケージをダウン
ロードしましょう。

❶ ［ダウンロード］を
クリック

アドビのWeb ページが
表示された

Creative Cloudのページが表示された

ここでは、Creative Cloudのアプリを
デプロイ（インストール）する

Admin Consoleにログインして、［パッケージ］タブを
表示しておく

ダウンロードが終了するまでしばらく待つ

ダウンロードしたzipファイルを展開しておく ［Build］フォルダーを開く

❻  ［Creative Cloud］の［開く］をクリック

❼ ［アプリ］ タブをクリック

❷ ［setup］を
ダブルクリック

Windows 10での 
アンインストール
画面左下の［スタート］ボタ
ンを押してアプリの一覧を表
示した後、アンインストール
したいアプリを右クリックし
て［アンインストール］をク
リックします。その後、［プ
ログラムと機能］ダイアログ
ボックスでアプリを選択して

［アンインストール］をクリッ
クしましょう。なお［Adobe 
Creative Cloud］は、同じパッ
ケージで追加したアプリを削
除した後にアンインストール
します。

インストールするアプリの［インストール］を
クリックする
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Creative Cloudデスクトップアプリが
起動した

❹ ［Adobe Creative Cloud］を
ダブルクリック

❼ 次の画面でパスワードを入力して
［続行］ をクリック

❸ ［OK］をクリック

デプロイ（インストール）が開始
されるので、完了するまで待つ

セルフサービスパッケージ
を使ったデプロイ（インス
トール）について
セルフサービスパッケージ
の 場 合 は、Creative Cloud
デスクトップアプリのみが
デプロイされます。ログイ
ン後、 Creative Cloud デスク
トップアプリの［すべての
アプリ］をクリックし、イ
ンストールするアプリの［イ
ンストール］をクリックし
てユーザー自身でデプロイ
します。

Acrobatのデプロイ（イン
ストール）について
AcrobatおよびAdobe Reader
のみを組織のユーザーに展
開するには、［Customization 
Wizard］というツールを使用
し ま す。こ の ツ ー ル は、特
定の機能を有効／無効にす
る、製品の使用許諾契約や
製品登録の画面表示を制限
するなどの設定をしたうえ
で、Acrobat および Acrobat 
Reader の イ ン ス ト ー ラ ー
パッケージを作成できます。

［Customization Wizard］の
入手方法やパッケージの作
成 方 法 に つ い て の 詳 細 は、
以下の Web ページを参照し
てください。
▼Adobe Customization 

Wizardの概要
https://helpx .adobe.com/
jp/acrobat/kb/cq04032234.
html

［開く］をクリックすると、
アプリを起動できる

❺ ユーザー IDを入力

❻ ［続行］をクリック
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Macにパッケージをデプロイ（インストール）する

Macでの
アンインストール
左の画面にある［○○（パッ
ケ ー ジ 名 ）_Uninstall.pkg］
をダブルクリックします。

❶ ［○○（パッケージ名）_Install.pkg］を
ダブルクリック

❷ ［続ける］を
クリック

ダウンロードしたパッケージの［Build］フォルダーを
表示しておく

インストーラーが
起動した

❸ ［Adobe Creative Cloud］
をダブルクリック

P.87 の手順①を参考に、Mac用のパッケージを
ダウンロードする

画面の指示に従ってデプロイ（インストール）する

［アプリケーション］-
［Adobe Creative Cloud］
フォルダーを開いておく

初回ログイン時は
本人確認が必要
初めてAdobe Creative Cloud
にログインしたときは、本人
確認のため指定されたメール
アドレスにコードが届きま
す。画面の指示に従って入力
した後、パスワードや国 / 地
域の設定と、携帯電話番号の
登録などを行います。

パスワードを入力して［続行］をクリックすると、
Creative Cloudデスクトップアプリが起動する

Mac 用に作成した
パッケージをダウンロー
ドしましょう。

❹ ユーザー IDを入力

❺ ［続行］をクリック
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シングルサインオンについて

ディレクトリとAzure ADの
設定方法 必須

Federated IDの利用
について　
Federated ID を使用すると、
以下のメリットがあります。
• ユーザーの認証を組織側

で管理できる
• ユーザーが使用するアプ

リやサービスを厳格に管
理できる

STEP ● 33 ディレクトリ／ドメイン　 約10分

企業などで使用するドメインや資格情報を、ほかのエンタープライズディ
レクトリで管理・運用している場合は、Federated IDの利用をおすすめし
ます。ほかのサービスへログインするときと同じユーザー IDとパスワー
ドを使って、Adobe Creative Cloudにログインできます。

ここでは、Admin ConsoleとMicrosoft Azure Active Directory（Azure 
AD）とを連携させる手順を説明します。設定前にAzure ADでユーザーを
作成しておきましょう。

Azure ADとのフェデレーション設定について

フェデレーション設定に
ついて
Federated ID を 利 用 す る
に は、Admin Console と、
Microsoft Azure AD な ど
のエンタープライズディレク
トリを連携させる必要があ
ります。エンタープライズ
ディレクトリは、IDプロバイ
ダー（IdP）としてユーザー
の認証情報をアドビへ提供
し、シングルサインオンを
可能にします。Azure ADと
Admin Console で行うフェ
デレーションの設定には 2
種類があります。SAML2.0
とOpenID Connect（OIDC）
です。ここでは、OIDC によ
る設定方法を説明します。

Azure AD 上でユーザーを追加すると、
Admin Consoleで同期も可能になる

Adobe Creative Cloudを起動すると、Microsoft
のログイン画面が表示されるようになる
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ディレクトリの作
成を始める前に、利用す
る ID プロバイダーでドメ
インクレーム、ユーザー
の 登 録 を 行 っ て お きま
しょう。

ここでは、IDプロバイダーとして
Microsoft Azureを選択する

ディレクトリを作成する

❶ ［ディレクトリを作成］
をクリック

❷ ディレクトリ名を入力

❸ ［Federated ID］をクリック

❺ ［Microsoft Azure］
をクリック

❹ ［次へ］をクリック

❻ ［次へ］をクリック

Admin Consoleにログインして、
［設定］タブを表示しておく

COLUMN Microsoft Azure以外のIDプロバイダーの利用について

Microsoft AzureとGoogle以外のIDプロバイダーを利用しているときは、手順⑤の画面で［他のSAMLプ
ロバイダー］をクリックします。移行の操作はWebページを参照してください。

▼Adobe SSO で使用する Microsoft AD FS の構成
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/kb/configure-microsoft-ad-fs-with-sso.html
▼Adobe SSO で使用する Shibboleth IdP の構成
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/kb/configure-shibboleth-with-adobe-sso.html
▼Adobe SSO で使用する Okta の構成
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/kb/configure-okta-with-adobe-sso.html
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Microsoftのサインイン画面が
表示された

アクセス許可を求める画面が
表示された

Azure AD へのアクセスを許可する

❷ 管理者アカウントの
パスワードを入力

Azure AD にログイ
ンするときは、必ず「グ
ローバル管理者」アカウン
トでログインしましょう。 ❶ アカウント名を

クリック

❸ ［サインイン］を
クリック

❹ 内容を確認

❺［承諾］をクリック
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Azure ADで設定しているテナントの
詳細が表示された

IDプロバイダーを構成する - ①

❶ ［テナントID］と［プロトコル］
を確認

ドメインクレームについて
ドメインのクレーム（検証）
は、エンタープライズディレ
クト リ 側 で 行 わ れ る た め、
Admin Console上では確認操
作のみになります。

❷ ［確定］をクリック

❸ ［ Microsoft Azureからドメインを追加する］を
クリック

❹ ［Azureにログイン］を
クリック
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❺ ［確定］をクリック

アカウントの選択画面が表示された

Azure ADで設定しているテナントの
詳細が表示された

アクセス許可を求める画面が
表示された

IDプロバイダーを構成する - ②

❹ 追加するドメイン
を選択

❷ ［組織の代理として同意する］
をクリック

ディレクトリの詳細画面に
ついて　
Admin Consoleで［設定］タ
ブ-［ID］-［ディレクトリ］-

［○○（ディレクトリ名）］の
順にクリックすると詳細画面
を表示できます。

❶ 使用するアカウント
を選択

❸ ［承諾］を
クリック

ディレクトリが設定できた
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Azure ADと同期するための設定手順が
表示された

Azure ADとの同期を開始する

❸ ［Microsoft Azure からユーザーを
同期Active Directory］をクリック

❹ ［次へ］をクリック

続けてAzure ADとの同期設定を
開始する

❶ ［同期］タブを
クリック

❷ ［同期を追加］をクリック

❺  ［Azure ADに移動］
をクリック
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エンタープライズアプリケーションを追加する

Microsoft Azureの管理画面が表
示された

Azure ADで設定したディレクトリの
［概要］画面が表示された

❶ ［Azure Active Directory］
をクリック

❷ ［エンタープライズアプリケーション］
をクリック

❸ ［新しいアプリケーション］をクリック

❺［Adobe Identity Management］
をクリック

❹ 検索ボックスに「Adobe Identity 
Management」と入力

［ エ ン タ ー プ ラ イ
ズアプリケーション］の
画面に、すでに［Adobe 
Identity Management］
が 表 示 さ れ て い る 場
合 が ありま す が、 必 ず
新 しい［Adobe Identity 
Management］を作成し
ましょう。
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画面右側に［Adobe Identity Management］の
説明が表示された

［Adobe Identity Management］が正常に追加され、
［概要］の画面が表示された

❻ ［作成］をクリック

❼ 画面を下に
スクロール

❽［ユーザーアカウントのプロビジョニング］を
クリック

画面左の［プロビジョニング］を
クリックしてもいい

［Adobe Identity 
Management］の［名前］
について
手順⑥の画面右側にある［名
前 ］ を、「For Sync - Adobe 
Identity Management」など
に変更すると、見分けが付き
やすくなります。
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プロビジョニングを自動化する

［プロビジョニング］の画面が
表示された

［プロビジョニングモード］の
選択画面が表示された

❶［作業の開始］を
クリック

❷［手動］をクリック

Admin Consoleの画面に切り替えて、
［手順3］の説明を表示する

画面下に［管理者資格情報］の入力欄が
表示される

❹［テナントURL］の
［コピー］をクリック

❸［自動］をクリック
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Azure ADの画面に
切り替える

Azure ADの画面に
切り替える

❺［テナントのURL］のテキストボックスに、
手順④でコピーしたURLをペースト

❼［シークレットトークン］のテキストボックスに、
手順⑥でコピーした情報をペースト

❽ ［テスト接続］を
クリック

Admin Consoleの画面に切り替える

❻ ［シークレットトークン］の
［コピー］をクリック

テスト接続が問題なく完了したら、画面右上の［×］を
クリックして［プロビジョニング］画面を閉じておく
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Azure AD のユーザーを割り当てる

［割り当ての追加］の画面が
表示された

画面右に割りユーザーの一覧が
表示された

同様に、Admin Consoleと同期する
すべてのユーザーを選択する

［選択したアイテム］にAdmin Console
と同期するユーザー名が表示される

❶ ［ユーザーとグループ］を
クリック

❷ ［ユーザーまたはグループの追加］を
クリック

❸ ［ユーザー］を
クリック

❺［選択］をクリック

❹ 追加するユーザー名を
クリック

ユーザーグループの追加
について　
Azure AD の プ ラ ン（Azure 
AD Premium）によっては、
ユーザーグループの追加・割
り当ても可能です。
Azure ADではユーザー情報の
みを登録した場合は、Admin 
Console上でユーザーグルー
プを作成し、CSVファイルま
たは手作業でユーザーを割り
当てます。詳細はSTEP 36を
参照してください。
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プロビジョニング状態をオンにする

［○人のユーザーが選択されました］と表示された

割り当てができたユーザーが
一覧表示された

❻ ［割り当て］をクリック

❶［プロビジョニング ］をクリック ❷［プロビジョニングの編集］をクリック
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Admin Consoleの画面に
切り替える

❺  ［完了］をクリック

❹  ［手順5］の内容を確認して
チェックボックスをクリック

❸ ［プロビジョニングの状態］の
［オン］をクリック

［プロビジョニング状態］を変更できた
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ソースを同期する

❸ ［ユーザー同期の構成を編集］の
［同期の設定］をクリック

❷ 画面を下へ
スクロール

❶ ［設定に移動］を
クリック

Azure ADの［プロビジョニング］の画面で［更新］をクリックして、
同期を開始する

［同期］タブに［ソース
を同期］と表示された

［同期の設定を編集］
の画面が表示された

Azure ADの画面が表
示されるので、［プロビ
ジョニング状態］など
を確認して変更する

❹  ［保存］をクリック
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シングルサインオンについて

ディレクトリとGoogleドメインの
設定方法 必須

Federated IDの利用
について　
Federated ID を使用すると、
以下のメリットがあります。
• ユーザーの認証を組織側

で管理できる
• ユーザーが使用するアプ

リやサービスを厳格に管
理できる

STEP ● 34 ディレクトリ／ドメイン　 約20分

企業などで使用するドメインや資格情報を、ほかのエンタープライズディ
レクトリで管理・運用している場合は、Federated IDの利用がおすすめです。
ほかのディレクトリへログインするときと同じユーザー IDとパスワードを
使って、Adobe Creative Cloudにログインできます。

ここでは、Admin ConsoleとGoogleのGoogle Workspaceとを連携させる
手順を説明します。以下の2画面を交互に使用するので、Webブラウザー
のタブを切り替えながら進めましょう。

Googleとのフェデレーション設定について

フェデレーション設定に
ついて
Federated ID を 利 用 す る
に は、Admin Console と、
Google Workspace な ど
のエンタープライズディレク
トリを連携させる必要があ
ります。エンタープライズ
ディレクトリは、IDプロバイ
ダー（IdP）としてユーザー
の認証情報をアドビへ提供
し（SAML 認証）、シングル
サインオンを可能にします。
そのため、利用するIDプロ
バイダーが SAML 2.0 に対
応しているかを事前に確認
しましょう。

Admin Console の
設定画面

Google Workspace
の設定画面

Adobe Creative Cloudを起動すると、Googleの
ログイン画面が表示されるようになる
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ディレクトリの作
成 を 始 め る 前 に、 エ ン
タープライズディレクト
リ側でドメインクレーム、
ユーザーの登録を行って
おきましょう。

ここでは、IDプロバイダー
としてGoogleを選択する

ディレクトリを作成する

❶ ［ディレクトリを作成］
をクリック

❷ ディレクトリ名を入力

❸ ［Federated ID］をクリック

❺ ［Google］をクリック

❹ ［次へ］をクリック

❻ ［次へ］をクリック

Admin Consoleにログインして、
［設定］タブを表示しておく

COLUMN Google以外のIDプロバイダーの利用について

Microsoft AzureとGoogle以外のIDプロバイダーを利用しているときは、手順⑤の画面で［他のSAMLプ
ロバイダー］をクリックします。移行の操作はWebページを参照してください。

▼Adobe SSO で使用する Microsoft AD FS の構成
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/kb/configure-microsoft-ad-fs-with-sso.html
▼Adobe SSO で使用する Shibboleth IdP の構成
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/kb/configure-shibboleth-with-adobe-sso.html
▼Adobe SSO で使用する Okta の構成
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/kb/configure-okta-with-adobe-sso.html

Cloud Identityサービス
について　
Google Workspaceでシング
ル サ イ ン オ ン を 行 うに は、

「Cloud Identity」サービスの
登録が必須です。手順②の
管理画面でメインメニュー -

［お支払い］-［サブスクリプ
ション］をクリックした 後、

［Cloud Identity Free］または
［Cloud Identity Premium］

の い ず れ か を 設 定しま す。
Google Workspaceに登録す
るユーザー数が50を超える場
合は、有料の［Cloud Identity 
Premium］が必要です。

登録ユーザー数に応じて
いずれかを設定する
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初めてAdmin ConsoleからGoogleにログインしたときは Adobe 
Identity Management への許可に関する画面が表示されるので、
複数回［許可］をクリックする

Googleのログイン画面が
表示された

Google Workspaceの管理用
アカウントを選択する

ディレクトリの詳細が表示
されるので、確認する

Google Workspace上でクレーム
（検証）済みのドメインが表示さ

れた

ドメインをクレーム（検証）する

❶［Googleにログ
イン］をクリック

❷ 管理用アカウントの
パスワードを入力

❹ ［確定］をクリック

❺ ここをクリックして［同期中］
に変更

❻ ［次へ］をクリック

❸ ［次へ］をクリック

IDとユーザーの同
期に関する説明が
表示された

Google にログイン
するときは、必ず Google 
Workspace の 管 理 者 ア
カウントでログインしま
しょう。

ドメインクレームについて
ドメインのクレーム（検証）
は、エンタープライズディレ
クト リ 側 で 行 わ れ る た め、
Admin Console上では確認操
作のみになります。
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に移動する］をクリック

❷［アプリ］を
クリック

❸［SAMLアプリ］をクリック

Google Workspaceの管理画面が
表示された

［アプリ］の画面が表示された

Google Workspace の管理コンソールでSAMLアプリを設定する - ①

Google Workspaceと連携するための
設定手順が表示された

手順①から順に
操作を進める

以 降 の 操 作 で は、
Admin Console と Google 
Workspace の管理画面を
切り替えながら操作しま
す。どちらの画面での操
作なのかを確認しながら
進めましょう。

❹ ［アプリを追加］をクリック ❺ ［アプリを検索］をクリック
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Google Workspace の管理コンソールでSAMLアプリを設定する - ②

［サービスプロバイダの詳細］の
画面が表示された

この画面を表示したまま、Admin Consoleの画面に切り替えて
必要なデータをコピー＆ペーストする

❶ 「Adobe」と入力

❸ ［選択］をクリック

❷［Adobe］をクリック

❹ ［オプション1］の［メタデータをダウンロード］
をクリック

❺ ［続行］をクリック

手 順 ① の 画 面 で
Adobe のサービスを検索
すると、一覧に［Adobe］
と［Adobe Sign］が表示
されますが、必ず［Adobe］
を選択します。

手 順 ④ で ダ ウ ン
ロードしたメタデータは、
P.110 の「Googleメタデータ 
を Admin Console にアッ
プロードする」でアップ
ロードします。
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P.107のAdmin Consoleの画面に切り替えて、
手順②の説明を表示する

Google Workspaceの管理画面に
切り替える

❽ 画面を下に
スクロール

❾ ［署名付き応答］をクリックして、
チェックマークを付ける

［ACS URL］と［エ
ンティティ ID］の値は、
貼り付ける場所を間違え
ないよう、1 つずつ確実
にコピー＆ペーストを行
います。

ACS URLとエンティティ
IDの値について　
手 順 ⑥ と 手 順 ⑦ で は、 前
ページ最後の画面に表示さ
れ て い る［{your-acs-url}］
と［{your-entity-id}］ の 文
字を削除してからペーストし
ます。

［エンティティID］の［クリップボードにコピー］を
クリックして、手順⑦の箇所にペーストする

［ACS URL］の［クリップボードにコピー］をクリックして、
手順⑥の箇所にペーストする

❻ ［ACSのURL］に、Admin Consoleの
［ACS URL］の値をペースト

❼ ［エンティティID］に、Admin Consoleの
［エンティティID］の値をペースト

❿ ［名前IDの形式］で［EMAIL］を、［名前ID］で
［Basic Information > Primary email］を選択

⓫ ［続行］を
クリック
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GoogleメタデータをAdmin Console にアップロードする

ユーザープロビジョニングを設定する - ①

Admin Consoleの画面に切り替えて、
［手順3］の説明を表示する

P.108でダウンロードしたファイルを
アップロードする

❶ ファイルをここに
ドラッグ＆ドロップ

❷ ［完了］をクリック

❶ ［Adobe］をクリック

［選択］をクリックすると、
選択画面が表示される

ファイルがアップロードされた

❷ ［自動プロビジョニングを設定］をクリックマッピング設定について
前の手順で［完了］をクリッ
クすると、［SAML属性のマッ
ピング］の画面が表示されま
すが、ここでは特に設定せず、

［Adobe］の画面を表示します。

Google Workspaceの管理画面に切り替える
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Admin Consoleの画面に切り替えて、［手順4］の説明を表示する

Google Workspaceの管理画面に
切り替える

❺ エ ンド ポ イントURL に、Admin Console の
［Adobe URL］の値をペースト

❼ ［続行］をクリック

［ ア ク セ ス ト ー ク
ン ］ と［Adobe URL］

（Google Workspace の 管
理画面では［エンドポイ
ント URL］） の 値 は、 貼
り付ける場所を間違えな
いよう、1 つずつ確実に
コピー＆ペーストを行い
ます。

［属性］の画面が表示された 変更せずに次の操作へ進む

Google Workspace の
ユーザーグループについて
Google Workspaceの管理画
面から［グループ］をクリッ
クすると、［グループ］の画面
が表示されます。画面上の［グ
ループを作成］をクリックす
ると新しいグループが作成で
きるので、Admin Consoleと
同期させたいユーザーを追加
します。
なお、Google Workspace の
ユーザーグループは、Admin 
Consoleとは同期されません。
必要に応じてAdmin Console
上で別途ユーザーグループを
作成しましょう。

［アクセストークン］の［ク
リップボードにコピー］を
クリックして、手順③の画
面でペーストする

［Adobe URL］の［クリップボードにコピー］をクリックして、
手順⑤の画面でペーストする

❸ Admin Consoleの［アクセストークン］
の値をペースト

❹ ［続行］をクリック

❻ ［続行］をクリック
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Admin Console の画 面
では以下のように説明の
み表示される

ここではプロビジョニング対象となる
ユーザーグループを指定する

［プロビジョニングの対象を設定］で指定したユーザーグループに 
所属するユーザーが、Federated IDユーザーとしてAdmin Console
で同期される

［プロビジョニング解除］の設定は変更せずに進める

❶ グループ名を設定

手順5の説明について　
Admin Console［手順 5］の
画面は、P.112 〜 113 にある操
作 手 順 の 説 明 のみ なので、
Admin Consoleの画面に切り
替える必要はありません。

プロビジョニングの
対象設定について　
手順①の画面で何も指定しな
いと、Google Workspaceに登
録されたすべてのユーザーが
Federated IDとして登録され
ます。

サービスとユーザープロビジョニングを有効化する

ユーザープロビジョニングを設定する - ②

❶ 上にスクロールして画面上部を表示 ❷ ［ユーザーアクセス］をクリック

❷ ［続行］をクリック

❸ ［完了］をクリック
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手順②の画面を下に
スクロールする

Google Workspaceの管理画面での
操作が完了した

ドメインとディレクトリが設定され、詳細が表示された

❶ チェックボックスをクリック
してチェックマークを付ける

❷ ［確定］を
クリック

Admin Consoleで設定を確認する

Admin Consoleの画面で［手順6］の
説明を表示する

ディレクトリの詳細画面
について　
ディレクトリの詳細画面は、
Admin Consoleで［設定］タ
ブ-［ID］-［ディレクトリ］-

［○○（ディレクトリ名）］の順
にクリックすると表示できま
す。［ディレクトリソース］
にある［Googleにログイン］
をクリックすると、Google
のログイン画面が表示され、
Google Workspaceの管理画
面を表示できます。

❸ ［オン（すべてのユーザー）］をクリック ❹ ［保存］をクリック

❺ ［自動プロビジョニング］の
［無効］をクリック

❻ ［有効にする］をクリック
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STEP ● 35 パッケージ（インストーラ）　 約10 分

パッケージ（インストーラ）の 
作成方法 任意

マネージドパッケージのビルド（作成）を開始する

Admin Consoleにログインしておく

パッケージ一覧が表示されている場合は、画面右上にある
［パッケージを作成］をクリックする

ここでは［マネージドパッケージ］
を作成する

❹ ［次へ］をクリック

❸ ［マネージドパッケージ］
をクリック

マネージドパッケージに
ついて
手順③の画面で［マネージド
パッケージ］を選択すると、
ユーザーのデバイスにデプロ
イ、またはインストールする
アプリケーションを管理者側
がカスタマイズできます。さ
らに、アップデートや各種設
定もIT管理者が個別に制御可
能です。

セルフサービスパッケージ
について
手順③の画面で［セルフサー
ビスパッケージ］を選択する
と、アドビ製品のインストー
ル権限（OS側の管理者権限）
が 埋 め 込 ま れ た Creative 
Cloud デ ス クトッ プ ア プ リ
ケーションの特別版が作成さ
れます。ユーザーが自分自身
で製品を選択してデプロイ、
またはインストールできるう
え、ユーザー自身のタイミン
グでアップデートなどを行え
ます。これにより、組織内の
IT管理者の作業負荷が削減さ
れます。

❷ ［パッケージを作成］をクリック

❶ ［パッケージ］ タブをクリック
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OSロケールについて
［言語］の［OSロケールを使用］
は、デバイスのOSで設定され
ている言語に合わせてアプリ
ケーションをインストールで
きる機能です。デフォルトで
オンになっているので、手順
②の設定を忘れても、使用言
語のアプリケーションが自動
で設定されます。

選択アプリケーションの
変更について
選択したアプリケーションを
削除するには、［選択された
アプリケーション］に表示さ
れたアプリケーション名の

［×］をクリックします。

パッケージの言語とアプリケーション、プラグインを選択する

ここでは［Windows 64-bit］をクリックする

すべて選択する場合は［＋すべて追加］
をクリック

ここでは追加せずに進める

❷ ［言語］で［日本語］
を選択

❶ 使用OSをクリック

❹ パッケージに含めるアプリケーション
名の右にある［+］をクリック

❸ 画面右下の［次へ］をクリック

❺ ［次へ］をクリック

必要に応じてプラグインを選択する

手順①で［Windows 
32bit］を選択すると、利用
できる製品が極端に少な
くなります。

マネージドパッケー
ジを作成する際、手順④
の画面で Acrobat を選択
するのは推奨されません。
Acrobatは［Customization 
Wizard］というツールを
使用します。詳細は P.134
の「Acrobat の デ プ ロ イ

（インストール）について」
を参照してください。

手順④の画面にあ
る［使用可能なアプリケー
ション］で、以前のバー
ジョンのアプリケーショ
ンも表示する場合は事前
の設定が必要です。詳細
は、P. 117 のCOLUMN を
確認してください。

❻ ［次へ］をクリック

［選択されたアプリケーション］に、
アプリケーションが追加された
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オプションを確認して設定する

［管理オプション］の詳細
について

［管理オプション］にある上3
つの項目については、以下の
Webページも確認してくださ
い。
▼Adobe Remote Update 
Managerの使用
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/using/using-
remote-update-manager.
ug.html

▼AUSSTの概要
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/using/update-
server-setup-tool.html

▼ パッケージに拡張機能
を含める
h t t p s : / / h e l p x . a d o b e .
com/jp/enterprise/using/
manage-extensions.html

❷ ［次へ］をクリック

❶ 表を参考に、各項目のチェックボックスを
クリックしてオン╱オフに設定

●オプションの設定項目について
項目名 説明

Creative Cloud
デスクトップ
オプション

セルフサービスインストールを有効化
オンにすると、エンドユーザーがアプリケーションパネルから
アプリケーションをインストール・アップデートできる

管理者権限のないユーザーにアプリの更新とイ
ンストールを許可

オンにすると、管理権限をもたないエンドユーザーのセルフ
サービスが有効になる

セルフサービスのプラグインのインストールを
有効化

オンにすると、エンドユーザーがCreative Cloudデスクトッ
プアプリケーションパネルからプラグインをデプロイ・更新
できる

ファイルの同期を無効化
オンにすると、ファイルの自動同期を制限するほか、アセット
機能やモバイル連携が使用不可になる

ブラウザーベースのログインを有効化
オンにすると、Creative Cloud デスクトップアプリから、ブラ
ウザーベースにログインできる

管理オプション

Remote Update Managerを有効化
オンにすると、リモートで各デバイスにアップデートをインス
トールできる（ヒント参照）

内部Adobe Update Serverにリダイレクト
オンにすると、AUSSTを使用してアップデートできるようにな
る（ヒント参照）

拡張機能用のフォルダーを作成して、Extension 
Managerコマンドラインツールを含める

オンにすると、パッケージに拡張機能を含めて作成する（ヒ
ント参照）

カスタムインストールディレクトリにパッケージ
をインストール

オンにすると、カスタムインストールディレクトリにパッケー
ジをインストールできる



Federated ID
Adobe ID

Enterprise ID

6

117

Chapter 05    Federated ID の管理

1

4

2

5

3

パッケージをビルド（作成）する

パッケージのアップデート
について
パッケージ内のアプリケー
ションにアップデートがある
と「最新ではありません」と
表示されます。その場合は、
パッケージ名- 画面右にある

［パッケージを更新］の順に
クリックして、更新があるア
プリケーションのみをビルド
するかパッケージを丸ごとビ
ルドするかを選択し、［パッ
ケージを更新］をクリックし
ます。なお、期限切れのパッ
ケージを選択した場合も新し
く作成できます。

そのほかの設定内容を確認して、変更が
あれば［前へ］をクリックする

パッケージのビルド（作成）が終わるまでしばらく待つ

［パッケージ］の画面にビルドしたパッケージが表示された

ビ ル ド し た パ ッ
ケージの有効期限は 3 日
間です。3 日を過ぎると

［期限切れ］と表示され、
ダウンロードできなくな
ります。

❷ ［パッケージをビルド］
をクリック

❶ パッケージ名を入力

COLUMN 利用可能なアプリの複数バージョンを表示する方法

P.115 にある［パッケージを作成］の画面で、複数のバージョンを表示するには、以下の設定をしてか
ら［以前のバージョンを表示］にチェックを入れます。

❸ ［利用可能なアプリケーションのバージョン］
のここをクリックしてチェックマークを付ける

❶ ［パッケージ］
タブをクリック

［パッケージを作成］の画面で［以前のバージョンを表示］を
クリックすると、利用可能な以前のバージョンが表示される

❷ ［環境設定］
をクリック
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ユーザーグループを追加する

ユーザーグループの追加と
削除方法 任意

STEP ● 36 ユーザーグループ　 約3分

ユーザーグループの一括
作成について
ユーザーグループはCSVファ
イルを利用して一括で追加可
能です。手順①の画面にある

［新規ユーザーグループ］の
右側の［…］-［ユーザーグルー
プを追加］の順にクリックし
て、ユーザーグループを指定
したCSVファイルをアップロー
ドします。詳細は以下のWeb
ページを参照してください。
▼ ユーザーグループの管
理／ユーザーグループの
一括作成
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/admin-guide.
html/jp/enterprise/using/
user-groups.ug.html#main-
pars_text_775962706

［新規ユーザーグループを作成］
の画面が表示された

ユーザーグループが追加できた

❸ ユーザーグループ
名を入力

❻ ユーザーグループ名をクリック

❹ 必要に応じて
説明を入力

Admin Consoleにログインして、
［ユーザー］タブを表示しておく

❶ ［ユーザーグループ］
をクリック

❷ ［新規ユーザーグループ］
をクリック

❺ ［保存］をクリック



Federated ID
Adobe ID

Enterprise ID

6

119

Chapter 05    Federated ID の管理

1

4

2

5

3

ユーザーグループ管理者
による削除
ユーザーグループ管理者は、
自分が管理しているユーザー
グループは削除できますが、
管理外のグループは削除でき
ません。

ユーザーグループの
各種設定
ユーザーグループへの製品プ
ロファイル割り当て方法は
STEP 37を、ユーザーグルー
プ管理者の作成はSTEP 38を
参照してください。

ユーザーグループの詳細画面が
表示できた

［ユーザーを追加］をクリックして、
ユーザーを追加する

ユーザーグループを削除する

❸ ［ユーザーグループを削除］
をクリック

❷ ［ユーザーグループを削除］
をクリック

［ユーザー］タブのユーザーグループ一覧を
表示しておく

ユーザーグループが削除される

❶ ユーザーグループ名の左にあるチェックボックスを
クリックしてチェックマークを付ける
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製品プロファイルの割り当てと
解除方法 必須

STEP ● 37 製品プロファイル　 約10分

ユーザーへのメール通知をオフに設定する

製品プロファイルをユーザーに割り当てると、個々のユーザーにメールが
届きます。ユーザーに不要なメールが送信されないように設定したいとき
は、最初に以下の方法でメール通知をオフにしましょう。

Admin Consoleにログインして、［製品］タブを表示しておく

製品プロファイルの画面が表示された

製品プロファイルの設定画面
が表示された

❶ ［すべての製品とサービス］ をクリック

❸ ［詳細］ をクリック

❹ ここを下にスクロール

❻［次へ］を
クリック

❷ 製品プロファイル名をクリック

❺ ［メールでユーザーに通知］のここを
クリックして、オフに設定
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方法 1：［製品］タブから製品プロファイルを割り当てる

前ページの手順②にある製品プロファイルの
画面を表示しておく

ユーザーを追加できた

❸ 該当するユーザー名を
クリック

❷ ユーザー名またはメール
アドレスを入力

❹ ［保存］をクリック

❶ ［ユーザーを追加］を
クリック
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方法 2：［ユーザー］タブからプロファイルを割り当てる

割り当て方法について
製品プロファイルの割り当て
は、ここで紹介する3つの方法
があります。ユーザー 1 人ず
つに割り当てる場合はこの
ページを、まとめて割り当て
る場合はP.123 を参照してく
ださい。

❶ 製品プロファイルを割り当てる
ユーザー名をクリック

Admin Console にログインして、
［ユーザー］タブを表示しておく

ユーザーの詳細画面が表示された

❹ ［+］ を
クリック

❽ ［保存］ を
クリック

❸ ［製品を編集］ をクリック

［製品とユーザーグループを編集］画面が表示された

製品プロファイルが割り当てられた

❷ ［製品］ の［…］ をクリック

❼ 製品プロファイル名の
ここをクリック

❺ ペンアイコンをクリック ❻ ［製品］ タブに表示された製品名をクリック
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［製品］タブからでも
割り当てられる
P.121 の「方法 1」で、手順①
の後にユーザーグループ名を
指定すると、ユーザーグルー
プに製品プロファイルを割り
当てることができます。

CSVファイルでの
一括割り当て
STEP 36で説明したCSVファイ
ルに、製品プロファイル名を
入力すると、一括登録が可能
です。

ユーザーグループへの
割り当て解除
ユーザーグループに割り当て
た製品プロファイルを削除す
るには、左の画面でユーザー
グループ名のチェックボック
スをクリックして、チェック
マークを付けた後、同様に操
作します。

方法 3：ユーザーグループに製品プロファイルを割り当てる

製品プロファイルの割り当てを解除する

❶ ［割り当てられた製品プロファイル］
をクリック

［ユーザー］タブのユーザーグループ
一覧で、製品プロファイルを割り当て
るユーザーグループをクリックする

［保存］をクリックすると、ユーザーグループに所属するユーザーに
製品プロファイルが割り当てられる

❸  ペンアイコンをクリック

製品プロファイルの詳細画面にある［ユーザー］画面を表示しておく

再度［ユーザーを削除］をクリックする

❹ 製品名をクリック

❺ 製品プロファイル名
のここをクリック

❷ ［プロファイルを割り当て］をクリック

❶ ユーザー名またはユーザーグループ名のチェック
ボックスをクリックして、チェックマークを付ける

❷ ［ユーザーを削除］を
クリックする
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ユーザーグループ管理者を追加する

ユーザーグループ管理者の
追加方法 任意

ユーザーグループ管理者
の操作範囲
担当するユーザーグループへ
のユーザーの追加と削除、製
品プロファイルの割り当てと
解除のほか、ユーザーグルー
プの削除も可能です。
ユーザーグループの作成や担
当外のユーザーグループの削
除はできません。

［ユーザー］タブの
［管理者］画面からの設定

手順①の画面の左にある［管
理者］をクリックすると、設
定された管理者の一覧が表示
されます。この画面にある［管
理者を追加］をクリックして
も、設定可能です。詳細は
STEP 39を参照してください。

STEP 36を参考に、ユーザーグループの詳細画面を
表示しておく

STEP ● 38 ユーザグループ管理者　 約3分

この操作は、STEP 
34 で 設 定 し た Google

（Google Workspace）を利
用する場合に限ります。

ユーザーグループの［管理者］画面が
表示された

❷ ［管理者を追加］を
クリック

❶ ［管理者］タブを
クリック



Federated ID
Adobe ID

Enterprise ID

6

125

Chapter 05    Federated ID の管理

1

4

2

5

3

ユーザーグループ管理者
の削除
ユーザーグループの管理者一
覧画面で、管理者名の左にあ
るチェックボックスをクリッ
クしてチェックマークを付け
た後、［管理者を削除］をク
リックします。

ユーザーグループ管理者が追加された

［ユーザーグループ管理者を追加］の画面が
表示された

ユーザーグループ管理者が
設定できた

ユーザーグループ管理者に
設定の通知メールが届く

❷ ［保存］をクリック

❶ ユーザーグループ管理者として設定するユーザーの
メールアドレスを入力
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方法 1：製品管理者を追加する

方法 2：製品プロファイル管理者を追加する

その他の管理者の追加方法 任意

製品管理者の操作範囲
担当する製品に製品プロファ
イルを作成できるほか、ユー
ザーやユーザーグループの追
加と削除が可能です。

製品プロファイル管理者
の操作範囲
担当する製品プロファイルに
対するユーザーやユーザーグ
ループの追加と削除が可能で
す。

STEP 38を参考に、製品管理者を追加する

STEP 38を参考に、製品プロファイル管理者を追加する

STEP ● 39 製品管理者、製品プロファイル管理者　 約5分

❶ 製品名の［管理者］を
クリック

Admin Consoleにログインして、［製品］タブを
表示しておく

製品プロファイルの詳細画面を表示しておく

❷ ［管理者を追加］を
クリック

❶ 製品プロファイルの［管理者数］を
クリック

❷ ［管理者を追加］を
クリック



Federated ID
Adobe ID

Enterprise ID

6

127

Chapter 05    Federated ID の管理

1

4

2

5

3

管理者に指定された
ユーザーについて
ユーザーに管理者権限を割り
当てると、指定したユーザー
のメールアドレスに通知メー
ルが送信されます。ユーザー
は受信したメールの指示に
従ってAdmin Consoleにログ
インすると、決められた管理
作業が行えます。

管理者権限の複数の
割り当て
1人のユーザー IDに複数の管
理者権限を割り当てる場合
は、左記の［管理者を追加］
画面で複数の権限をオンにし
ます。

方法 3：［ユーザー］タブの［管理者］画面から追加する

❷ここをクリックして、管理者権限を切り替え

❶ ［管理者を追加］を
クリック

設定した管理者が一覧で表示され、［管理ロール］から
担当範囲を確認できる

ユーザーの選択画面が表示されるので、ユーザー IDを指定して
［次へ］をクリックする

［ユーザー］タブの［管理者］画面を表示する

［管理権限を編集］の画面が表示される

❸［保存］をクリック
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ESM（エンタープライズストレージモデル）について

削除されたユーザーのデータを移行する

ストレージの管理方法 任意

［ストレージ管理者］
について

［ストレージ］タブの画面右
側にある［ストレージ管理者］
をクリックすると、ストレー
ジ管理の権限を持つユーザー
の一覧が表示されます。

STEP ● 40 ストレージ　 約2分

Admin Consoleにログインして、
［ストレージ］タブを表示しておく

ESM（エンタープライズストレージモデル）は、Admin Consoleに登録された
ユーザーのストレージを、企業などの組織単位で管理・統制できる機能です。
管理者は、Admin Consoleの［ストレージ］タブから個々のユーザーのス
トレージ利用状況を確認できるほか、退職などの理由でAdmin Consoleか
らユーザーを削除したときに、そのユーザーが残したデータを組織内の別
のユーザーに容易に移行できます。

Admin Consoleに登録されたユーザーのうち、［個人ユーザー］
フォルダーの使用量が多い上位5名が表示される

［概要］画面では組織全体のストレージ
総量と使用状況が確認できる

組織が保有するストレージ
の配分について
Creative Cloudを割り当てた
ユーザーの人数分×1TBが組
織が保有するストレージの
総量です。

Federated ID のユー
ザーを削除するには、エン
タープライズディレクトリ
との同期を解除する必要
があります。同期を解除
すると、画面右側の［ディ
レ ク ト リ の ユ ー ザ ー］

［ユーザー］どちらからで
も削除が可能となります。

削除するユーザーを指定して［ユーザーを削除］
をクリックする
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削除されたユーザーのコンテンツを削除する

［後でコンテンツを転送］
について
手順①で［後でコンテンツを
転送］をクリックすると、［ス
トレージ］タブからコンテン
ツの転送設定ができます。

［後でコンテンツを転送］を
選択したユーザーについて
ユーザーを削除するときに

［後でコンテンツを転送］を
選択したときは、手順③の次
に転送先の指定画面が表示さ
れます。

次の画面で［完全に削除］をクリックすると、
ユーザーデータが完全に削除される

❸ ［完全に削除］ を
クリック

❷ ユーザー名の
ここをクリック

［ストレージ］タブの［個人ユーザーフォルダー］
画面を表示しておく

❶ ［削除されたユーザー］
タブをクリック

ここではシステム管理者のメールアドレス
を指定して転送する

削除するユーザーのストレージにコンテンツが残っていると、
［ユーザーを削除］の画面が表示される

［ユーザーを削除してコンテンツを転送］の画面で
［ユーザーを削除］をクリックする

❷ ［次へ］ をクリック❶ 転送先のメールアドレスを入力
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監査ログの確認方法 任意

監査ログを確認する

❶ ［監査ログ］ を
クリック

Admin Console にログインして、
［インサイト］タブを表示しておく

90日間のログが
表示された

STEP ● 41 監査ログ　 約2分

［インサイト］タブ
では 90 日間分のログが
保持されます。それ以上
のログを保管する場合は、
次 ペ ージ の 手 順 を 参 考
に CSV ファイルをダウン
ロードしましょう。

キーワードや日付、イベントによって
検索できる
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CSVファイルをダウンロードする

❶ ［CSVの書き出し］ を
クリック

Admin Console にログインして、
［インサイト］タブを表示しておく

CSVファイルがダウンロードされる
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アセットの設定方法 任意

アセット設定を確認する

❶ ［アセット設定］ を
クリック

Admin Console にログインして、
［設定］タブを表示しておく

ここでは、［共有制限ポリシー］を許可された
ドメインに属するユーザーのみに変更する

続けて、共有を許可する
ドメインを設定する

次の画面で［確定］をクリックすると、 
［共有制限ポリシー］が変更される

アセット設定の変更につ
いて
アセット設定では、Creative 
Cloud および Document Cloud 
内のファイルなど（アセット）
の共有方法や、アクセス可能
な範囲を設定できます。詳細
は以下の Web ページでも確
認できます。
▼ アセットの設定
https://helpx .adobe.com/
jp/enterprise/admin-guide.
html/jp/enterprise/using/
asset-settings.ug.html

❹ ［ドメインを追加］ をクリック

❷ ［共有者を組織メンバーおよび信頼できるユーザーに制限］
をクリック

❸ ［許可されたドメイン］ タブを
クリック

STEP ● 42 アセット設定　 約3分
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暗号化設定について
［設定］タブの画面左側から
［暗号化の設定］をクリック
すると、アセットなどの暗号
化が設定できます。
ただし、一度設定すると再度
の変更は不可となるので、注
意して設定しましょう。
詳細は以下の Web ページで
確認できます。
▼ 暗号化の管理
https://helpx.adobe.com/jp/
enterprise/using/encryption.
html

［共有オプション］タブをクリックして
画面を下にスクロールする

［許可されたドメイン］を
設定できた

❺ ドメインを入力

❻ ［追加］をクリック

❼ ［アクセス要求ポリシー］ の
設定を確認
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デバイスへのデプロイ（インストー
ル）方法 必須

STEP ● 43 デプロイ（インストール）　 約10 分〜約3 時間

❹ 手順①で入力したFederated IDと
同じメールアドレスを入力

Googleのログイン画面が
表示された

❺ ［次へ］ をクリック

❷ Federated IDとして登録
したメールアドレスを入力

❸ ［続行］ を
クリック

オンライン経由でユーザー自身がデプロイ（インストール）する

❶ ［使用開始］ を
クリック

管理者がAdmin Consoleで製品に
ユーザーを追加しておく

アドビからユーザーに届いたメールを
表示しておく

サードパーティ製ツール
を使用してデプロイ（イン
ストール）する
アプリをインストールするデ
バ イ ス の 数 が 多 い と き は、
サードパーティ製ツールを使
用してまとめてデプロイ（イ
ンストール）すると便利です。

Acrobatのデプロイ（イン
ストール）について
AcrobatおよびAdobe Reader
のみを組織のユーザーに展
開するには、［Customization 
Wizard］というツールを使用
します。このツールは、特定の
機能を有効／無効にする、製
品の使用許諾契約や製品登
録の画面表示を制限するなど
の設定をしたうえで、Acrobat
およびAcrobat Readerのイン
ストーラーパッケージを作成
で き ま す。［Customization 
Wizard］の入手方法やパッ
ケージの作成方法についての
詳細は、以下のWebページを
参照してください。
▼ Adobe Customization 

Wizardの概要
https://helpx .adobe.com/jp/
acrobat/kb/cq04032234.html

シングルサインオンに 
ついて
ここでは STEP 42で設定した
Google（Google Workspace）
のシングルサインオン画面を
紹介しています。ほかのIDプロ
バイダーを利用した場合は、
手順④の画面から各社のログ
イン画面が表示されます。
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❼ ［次へ］ をクリック

❻ パスワードを入力

Windows にパッケージをデプロイ（インストール）する

Windows 用に作成
したパッケージをダウン
ロードしましょう。

❶ ［ダウンロード］を
クリック

アドビのWeb ページが
表示された

Creative Cloud の
ページが表示された

ここでは、Creative Cloudのアプリを
デプロイ（インストール）する

Admin Consoleにログインして、［パッケージ］タブを
表示しておく

ダウンロードが終了するまでしばらく待つ

❽  ［Creative Cloud］の［開く］をクリック

❾ ［アプリ］ タブ
をクリック

Windows 10での 
アンインストール
画面左下の［スタート］ボタ
ンを押してアプリの一覧を表
示した後、アンインストール
したいアプリを右クリックし
て［アンインストール］をク
リックします。その後、［プ
ログラムと機能］ダイアログ
ボックスでアプリを選択して

［アンインストール］をクリッ
クしましょう。なお［Adobe 
Creative Cloud］は、同じパッ
ケージで追加したアプリを削
除した後にアンインストール
します。インストールするアプリの

［インストール］をクリックする
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ダウンロードしたzipファイルを展開しておく ［Build］フォルダーを開く

❷ ［setup］を
ダブルクリック

❹ ［Adobe Creative Cloud］を
ダブルクリック

❸ ［OK］をクリック

デプロイ（インストール）が開始
されるので、完了するまで待つ

シングルサインオンに
ついて
ここでは STEP 34 で設定した
Google（Google Workspace）
のシングルサインオン画面を
紹介しています。ほかのIDプロ
バイダーを利用した場合は、
手順⑦の画面から各社のログ
イン画面が表示されます。

［Adobe Creative Cloud］の
アイコンをダブルクリックするMacへのデプロイ（イン

ストール）について
前ページの手順①を参考に
Mac用のパッケージをダウン
ロードして解凍した後、 次の
ように操作します。

❶ ［○○（パッケージ名）
_Install.pkg］をダブル
クリック

パッケージの［Build］
フォルダーを表示する

［ アプリケ ー ション］-
［Adobe Creative Cloud］
フォルダーを開く

画面の指示に従って、
インストールを進める

❼ 手順⑤で入力したFederated IDと
同じメールアドレスを入力

Googleのログイン画面が
表示された

❽ ［次へ］ をクリック

❺ Federated IDとして登録
したメールアドレスを入力

❻ ［続行］ を
クリック
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❿ ［次へ］ をクリック

❾ パスワードを入力

Creative Cloudデスクトップアプリが
起動した

セルフサービスパッケージ
を使ったデプロイ（インス
トール）について
セルフサービスパッケージ
の 場 合 は、Creative Cloud
デスクトップアプリのみが
デプロイされます。ログイ
ン後、 Creative Cloud デスク
トップアプリの［すべての
アプリ］をクリックし、イ
ンストールするアプリの［イ
ンストール］をクリックし
てユーザー自身でデプロイ
します。

［開く］をクリックすると、
アプリを起動できる

COLUMN Universal Windows Platformアプリケーションについて

Adobe XD、FrescoなどのUniversal Windows Platformアプリケーションには、インストールを行ったユー
ザーのみが利用できるという特性があります。これはマイクロソフトアカウントとアップストアによるラ
イセンスの管理による制約です。これを回避するために次のいずれかの方法で展開を行います。詳細は各
Webページを参照してください。

▼Configuration Manager で Windows アプリケーションを作成する
https://docs.microsoft.com/ja-jp/mem/configmgr/apps/get-started/creating-windows-applications
▼DISM を使用してアプリをプレインストールする | Microsoft Docs
https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-hardware/manufacture/desktop/preinstall-apps-using-dism
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Global Admin Consoleについて

STEP ● 44 グローバル管理

Global Admin Console の
利用に最適な組織について
多国籍企業や教育コンソー
シアム、大規模な学区、大
規 模 な政 府 機 関などでの
利用に適しており、既存の
Admin Console を組織図の
ような階層構造に組み込ん
で利用します。

Global Admin Console の特徴

Global Admin Console の主な利点について

Global Admin Console は、Admin Consoleを多数利用している組織や、
メインのAdmin Consoleを複数のコンソールに分割したい複雑な構造を持
つ組織に最適です。Global Admin Console を導入する際、既存のAdmin 
Consoleの置き換えや変更は不要で、ルートコンソールとして階層構造の
作成と購入に焦点を当てたものとなります。

●管理の委任
アドビ製品の使用とクラウドストレージの一部の管理を部門や部署などに
委任でき、管理作業が集中することを回避できます。
●組織の作成
事業体ごとに組織を作成または削除することで、組織階層を形成できます。
●リソースの分配
組織にリソースや製品ライセンスを分配したり、製品リソースを割り当て
たりできます。
●表示の制限
管理者権限によって表示できるユーザーから、管理者の直接の領域内にい
るユーザーを表示できないように制限するなど、複数のグループの間での
表示を制限できます。

子組織A
Admin

Console

部
署
Ａ

部
署
Ｂ

部
署
Ｃ

部
署
Ｄ

子組織B
Admin

Console

部
署
Ａ

部
署
Ｂ

部
署
Ｃ

部
署
Ｄ

子組織C
Admin

Console

部
署
Ａ

部
署
Ｂ

部
署
Ｃ

部
署
Ｄ

ルート組織
Global Admin

Console
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契約ステータスの通知に
ついて
子組織内のETLA 契約のス
テータスに関する通知が受
け取れます。Global Admin 
Console のアプリ内バナー
に、子組織の契約について
の情報（期限切れ間近、期
限切れ、非アクティブ）が表
示されます。

管理内容 Global Admin Console Admin Console
子組織の作成、親の変更、削除 ○ ×
複数の組織の操作 ○ ×

管理者の管理
1つまたは複数の組織の場合 ○ ×
1つの組織の場合 ○ ○

製品プロファイルとユーザーグループの管理 ○ ○
ポリシーの定義と管理 ○ ×
複数の組織に対する製品の割り当て ○ ×
ユーザーへの製品の割り当て × ○
ユーザーの管理 × ○
パッケージの管理 × ○
ドメインとディレクトリの設定 × ○
エンタープライズストレージと暗号化の管理 × ○

●Global Admin ConsoleとAdmin Consoleの管理タスク

基本的な管理タスクについて

Global Admin ConsoleとAdmin Consoleの管理内容は、表の通りです。

●セルフサービス制御
組織のディレクトリシステムにある構造を反映し、Admin Consoleの組織
構造をセルフサービスで制御できます。これにより、組織階層を設定でき
ます。
●管理センターの作成
指定された管理者グループが、社内の組織コンポーネントまたはプロジェ
クトのアドビリソースを管理できる管理センターを作成し、組織の管理者
を管理できます。
●ポリシーの定義
ポリシーを定義し、組織に適用できます。
●作成、編集、削除
製品プロファイルやユーザーグループを作成、編集、削除できます。
●書き出し
組織に関するレポートを作成できます。
●読み込み
組織の更新情報や組織階層の構造を読み込むことができます。
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STEP ● 45 グローバル管理

グローバル管理の導入方法

グローバル管理を推奨する組織について

所属する組織が次の基準に1つ以上当てはまる場合、グローバル管理の導
入をおすすめします。

• 複数のAdmin Consoleを整理、管理し、全体の可視性を高めたい
• 個別に管理できるコンソールへの分割を検討している
• 複数の契約を管理している
• 子組織間でID構成を分配または一元管理する必要がある
• 購入したリソースを分割し、企業内のいろいろな場所で個別の担当者ま

たは管理者が管理を行うことを検討している
• 異なるアドビ製品、地域、または組織に特化した管理者がいて、お互い

に干渉しない環境が構築されている

Global Admin Consoleを管理するには、グローバル管理者の権限が必要
です。Admin Consoleを管理するシステム管理者とは異なります。主な役
割は以下の通りです。

• Global Admin Consoleの階層に追加されたAdmin Console全体につい
て、アドビの総投資額のグローバルな状況を表示

• 複数のAdmin Console間で、ライセンスとリソースの割り当て、および
使用状況を監視

• Admin Consoleまたは組織の作成
• ルートまたは親のAdmin Consoleから、階層内の下にある子のAdmin 

Consoleへの製品ライセンス割り当て

なお、グローバル管理者は製品を子のAdmin Consoleに割り当てることは
できますが、ユーザーに割り当てることはできません。そのほかオプショ
ンとして、階層内の任意のAdmin Consoleに組織ポリシーを適用します。

Global Admin Consoleへのアクセスは、アドビ担当者に相談してから、次
の手順で行います。

グローバル管理者の役割について

Global Admin Console へのアクセスについて
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① Admin Consoleにログインし、サポート／サポートの概要に移
動する

②［ケースを作成］をクリックする
［ケースを作成］ウィンドウが表示されます。
③［ユーザーとライセンスの管理］を選択する
④表示されたフォームに記入する
フォームに次のような詳細を指定します。
• 問題の優先度を選択する = P4 - 軽微
• 問題の影響を定量化する = 中程度
• 問題を要約する= <組織名> が Global Admin Console へのアクセスを

要求しています
⑤ 「発生している問題の詳細を説明する」フィールドに情報を入力

する
次の詳細情報を追加して、組織のGlobal Admin Consoleへのアクセスを
希望します。
• ルート（最上位）組織として指定するAdmin Consoleの名前とコンソー

ルID（URLに含まれる@AdobeOrgの前にある一連の数字と文字）。新
規リクエストの場合は、希望する名前を指定

• グローバル管理者の役割を割り当てたい現在のシステム管理者（最低で
も1人）。管理者は後から追加可能

• アドビ担当者またはカスタマーサクセスマネージャーの名前とメールア
ドレス

G l o b a l  A d m i n 
Console へのアクセスの
依 頼 は、 ル ー ト と な る
Admin Console か ら サ
ポートケースを送信しま
す。

新しいコンソール
が優先パスである場合が
あります。このルート組
織は後で変更することが
難しいため、慎重に選択
する必要があります。詳
細はアドビ担当者に相談
しましょう。

COLUMN 組織構造の設定と子組織へのリソース割り当てについて

Global Admin Consoleへのアクセス権を取得した後は、組織の設定や構造の編集を実行し、子組織にリソー
スを割り当てます。詳細は次のWebページを参照してください。

▼組織の設定
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/using/global-admin-set-up-organizations.html
▼組織の編集
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/using/global-admin-edit-organizations.html
▼製品の割り当て
https://helpx.adobe.com/jp/enterprise/using/global-admin-allocate-products.html
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